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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（植木弘行君） 平成20年第１回那須塩原市

議会定例会は、議員各位のご参集をいただき、こ

こに開会の運びとなりました。 

  本定例会には、市長提出として55件の議案が提

出されることになっております。議員各位には、

慎重に審議を尽くされ、議会運営につきまして特

段のご協力をお願い申し上げまして、開会のあい

さつといたします。 

  ただいまから平成20年第１回那須塩原市議会定

例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は31名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（植木弘行君） 本日の議事日程は、お手元

に配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（植木弘行君） 日程第１、会議録署名議員

について。 

  会議録署名議員に 

   ３１番 松 原   勇 君 

   ３２番 室 井 俊 吾 君 

 を指名いたします。 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市長あいさつ 

○議長（植木弘行君） 市長からあいさつがありま

す。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） おはようございます。 

  開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上

げます。 

  本日は、平成20年第１回那須塩原市議会定例会

を招集いたしましたところ、議員の皆様方には何

かとお忙しい中ご参集を賜り、誠にありがとうご

ざいます。 

  平成20年度の当初予算を提案いたします議会の

開会でありますので、この機会に那須塩原市長と

して就任４年目の市政運営について所信を申し上

げますとともに、平成20年度予算編成の方針につ

いて申し述べ、議員各位並びに市民の皆さんのご

理解とご協力を賜りますよう、お願いを申し上げ

ます。 

  日本経済は、年明け早々、米国のサブプライム

問題に端を発した世界同時株安など金融市場の動

揺や、改正建築基準法施行の対応のおくれから、

住宅投資や設備投資に大きな影響が出ております。

加えまして、原油価格の高騰により、企業活動ば

かりでなく国民生活にも影響が出ており、先行き

不透明感が増しております。 

  また、社会全体としては、高齢化と人口減少が

同時進行する中で、環境問題を初め年金や教育、

さらには食品の安全など、さまざまな分野の問題

が数多くあらわれ、社会不安感が広がっておりま

す。 

  一方、地方財政を取り巻く環境も年々厳しくな

っており、引き続き大幅な財源不足が生じており

ます。このため、簡素で効率的な行財政システム

の構築やさらなる行財政改革を推進し、事務事業

の選択と集中が求められていると考えております。 

  したがいまして、さきに申し述べました現状を

踏まえまして、子どもから高齢者まで市民だれも
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が安全で安心して暮らせるまちづくりに、市民の

皆さんと協働で取り組んでまいります。 

  平成19年４月、第２期地方分権改革とも言うべ

き地方分権改革推進法が施行され、あるべき地方

自治体の枠組みの確立と地方の裁量の拡大が推進

されるものと考えておりますが、同時に、自治体

自身の自己決定・自己責任がさらに問われてくる

ことは必至であります。 

  このような状況のもと、住民サービスの水準を

維持しつつ、トータルコストを下げ、実効ある予

算として住民の皆さんに還元していくことが重要

と考えております。 

  そのためにも、不断の改革に努めながら行政を

進めることが、 終的には市民の皆さんの幸せに

結びつくものだということを肝に銘じ、職員とも

ども、市民のために全力を傾注してまいる所存で

あります。 

  任期の仕上げの年でもありますが、４年目の市

政運営に当たっても、絶えず市民の目線に立ち、

公正公平を旨とし、常に市民の声に耳を傾け、市

政運営を行ってまいります。 

  したがいまして、今回の組織機構の見直しに当

たっても、できる限り市民の皆さんの目線に立っ

た利用しやすい市役所を目指し、新たに「市民協

働推進課」、「子ども課」などを設置したところ

です。 

  次に、市政運営の基本施策の考え方は、「第１

次那須塩原市総合計画」の大きな７つの基本政策

のもと、38の各部門における各種計画や施策とし

ております。総合計画を策定して２年目となりま

すが、本市の将来像である「人と自然がふれあう

やすらぎのまち 那須塩原」を実現するため、市

政運営の指針として着実に実施をしてまいります。 

  次に、20年度の基本政策に係る主要事業につい

て申し述べます。 

  まず、「自然と共生するまちづくり」の事業と

して、平成21年度稼働を目指す那須地区広域行政

事務組合施工の第二期ごみ処理施設整備に対し建

設費を負担していくほか、ごみ処理施設建設に伴

う周辺整備事業として、ごみ処理施設給水用配水

管布設や湯宮鴫内地内の配水管布設工事を実施し

ます。 

  また、産業廃棄物処理施設についても、引き続

き国・県に対し立地規制の強化を働きかけるとと

もに、市民や専門家の協力を得て、規制し得る方

策等を検討していきます。 

  ごみ減量化対策事業では、ごみ分別方法など新

たなルールを確立し、市民への周知活動に入って

いきます。 

  さらに、環境基本計画に基づき、環境の保全及

び創造に関する施策を推進していきます。 

  市民の墓地需要にこたえ、赤田霊園第２期整備

事業で造成した区画を供用開始いたします。 

  次に、「快適で潤いのあるまちづくり」の事業

として、消防コミュニティセンター整備事業では、

塩原地区で消防詰所の整備をするほか、消防自動

車整備事業では、順次、消防ポンプ自動車や小型

動力ポンプ積載車の更新を進めていきます。 

  また、地域バス運行事業では、生活バス路線と

して「ゆーバス」の運行を推進し、高齢者、通学

者等の移動の負担を軽減いたします。 

  防犯・暴力追放対策事業では、「犯罪のない安

全で安心なまちづくり条例」を制定し、市、市民

及び事業者の協働のもとに、安全で安心なまちづ

くりを推進していきます。 

  水道事業では、有収率を高め安定供給を図るた

め、老朽管更新工事として石綿セメント管や鋳鉄

管の更新を進めていくほか、危機管理対策事業と

して、水質検査の強化を図るとともに、水質監視

システムの整備を進めます。 
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  また、拡張事業として、未給水地区の解消を図

るため配水施設整備事業を実施していくとともに、

出水不良地域を解消するため配水管整備事業を実

施いたします。 

  さらに、千本松浄水場に配水量の時間変動や非

常時の給水に対応できる3,000㎥級の配水池を築

造するため、実施設計に着手いたします。 

  「健やかに安心して暮らせるまちづくり」事業

として、障害者自立支援法事業では、地域生活支

援事業の一層の充実を図るほか、障害者福祉サー

ビス事業として、本庁・西那須野庁舎にオストメ

イト対応トイレ設備の整備を行います。 

  保育園運営事業では、安全対策として黒磯及び

塩原地区の全保育園に110番通報装置を設置いた

します。これにより、市内全保育園に通報装置が

整備されることになります。 

  また、保健・医療の充実では、黒磯那須休日等

急患診療所の開設日をふやし、夜間における内科、

小児科の初期診療を充実するほか、予防接種事業

では、麻しん排除５カ年計画に基づき、定期の予

防接種を実施いたします。 

  国民健康保険事業では、40歳以上75歳未満の被

保険者に対する特定健康診査等を行い、内臓脂肪

症候群のリスク保持者の指導を実施いたします。 

  さらに、介護保険運営事業では、第４期介護保

険事業計画の策定に当たるほか、介護予防特定高

齢者施策事業として、国民健康保険の特定健康診

査の実施にあわせ、生活機能評価を行います。 

  次に、「安全で便利なまちづくり」事業として、

防災対策推進事業では、平成10年８月末の災害発

生から10年が経過しようとする中、風水害に対処

すべく市民参加型の防災訓練を実施いたします。 

  那須塩原駅北土地区画整理事業では、20年度末

で78.1％の事業進捗率を目指し整備を実施してい

くほか、（仮称）黒磯インター整備関連事業では

21年３月にインターチェンジの供用開始が予定さ

れておりますので、周辺地域の活性化と東北自動

車道の利便性向上のため、周辺の生活道路及び排

水路等７路線を整備いたします。 

  また、地方道路整備臨時交付金事業では、道路

整備基本計画に基づく幹線道路の新設改良として

５路線を実施いたしていくほか、道整備交付金事

業では、黒磯地区２路線、西那須野地区３路線、

塩原地区１路線の道路新設改良や舗装修繕工事を

行います。 

  さらに、外環状線としての３・４・１本郷通り

道路改良事業では、ＪＲアンダー工事62.2ｍを進

めるとともに、既設部の交差点改良工事などを行

い、外環状線の整備を促進していきます。 

  下水道事業では、市街地の生活環境の向上と公

共用水域の水質保全を図るため、汚水枝線管渠の

整備を進めていきます。 

  また、西那須野地区で都市型水害を防止するた

め、下水道事業による雨水管渠布設工事や河川事

業による百村川、蕪中川の雨水準幹線整備を実施

いたします。 

  さらに、農業集落排水事業でも、国道400号バ

イパス整備に伴い管布設替え工事を実施いたしま

す。 

  次に、「活力を創出するまちづくり」の事業に

つきましては、農地対策では、農地・水・環境保

全向上対策事業で、農業者と非農業者が協働で行

う農村環境保全活動や環境にやさしい先進的営農

活動に対し支援を行っていきます。 

  農村振興総合整備事業では、県営事業として農

道・用排水施設及び防火水槽などを整備するほか、

県営事業で整備した水路についても、安全確保の

ため蓋かけを実施します。また、むらづくり交付

金事業でも、鍋掛地区の農道・用排水路の工事を

行います。 
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  このほか、農山漁村活性化プロジェクト支援交

付金事業で、三本木佐野地区の農業用排水路（２

路線）の整備のための測量設計に入ります。 

  観光施設整備事業では、ビジターセンター隣接

地に遊歩道やあずまやを整備するほか、塩原地区

まちづくり交付金として（仮称）門前交流広場内

の観光交流施設の内装整備や市道畑下線のカラー

舗装などを実施します。 

  また、中心市街地活性化事業でも、市街地再開

発事業として、西那須野地区の中心市街地に新た

な商業拠点地区を整備するため、建物の除去費及

び建築物整備の支援を行うほか、「街なか駐車

場」用地を取得します。 

  さらに、西那須野地区まちづくり交付金事業と

して、駅西口広場を初め、中央通りなどの整備工

事に着手をいたします。 

  「豊かな心と文化を育むまちづくり」の事業と

いたしましては、19年度、20年度の継続事業とし

て実施をしている（仮称）三島学校給食共同調理

場整備事業では、本体工事、外構工事、厨房機器

等の整備を完了し、業務を開始いたします。 

  また、小中学校教育推進事業では、中学校区を

単位とした小中学校の連携により、義務教育９年

間を見通した人づくり教育が推進できるように、

職員の交流や児童生徒の交流による活動等を拡充

してまいります。 

  小中学校管理備品整備事業では、教職員全員に

パソコンを順次配置し、連携強化のため、学校間

のネットワークを構築いたします。 

  小学校保健事業では、中学１年生で実施をして

いた小児生活習慣病検診を小学校段階でも１回行

うこととしたほか、学校生活の万一の事態に備え、

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を小中学校に順次

設置いたします。 

  さらに、（仮称）教育体験研修センター整備事

業では、上塩原小跡地を不登校児童生徒の自立支

援施設として改修し、プレ開設を実施いたします。 

  このほか、黒磯文化会館修繕事業では耐震診断

を実施し、那珂川河畔運動公園管理運営事業では

プール改修工事の設計に着手いたします。また、

旧仙台育英学園那須研修センターのサッカー場整

備の設計に着手いたします。 

  次に、「創意と協働によるまちづくり」といた

しまして、行政評価システム推進事業では、総合

計画の施策体系に基づく施策、事務事業を振り返

り、成果重視のシステムを構築いたします。また、

人材育成基本方針に基づき、人事評価制度の段階

的な構築を進めます。 

  さらに、文書管理においては、全庁的にファイ

リング方式を導入し、文書量の削減、文書情報活

用及び文書開示業務の効率化を図っていきます。 

  情報系システム管理費では、スポーツ施設など

インターネット上から予約できるオンライン受付

を開始し、市民サービスの向上に努めていきます。 

  そのほか、市民と行政の協働のまちづくりのた

め、車座談議開催事業として、地域の組織運営や

地域が行う事業の支援をいたします。また、自主

財源の確保を図るため、市の資産を広告媒体とし

て活用する有料広告事業に着手するほか、首都圏

収税嘱託員の配置、市税等のコンビニ収納も引き

続き実施をしていきます。 

  続きまして、平成20年度の予算編成に当たりま

しての基本的な考えを申し上げます。 

  平成20年度の予算編成に当たっては、まちづく

りの指針である総合計画を軌道に乗せ、部門計画

に掲げた事業を着実に実施していくとともに、市

政を取り巻く環境の変化や市民ニーズに迅速、的

確に対応していかなければなりません。 

  このため、市民の要望や実施熟度を見きわめな

がら、事業の選択と集中に徹した財源配分の効率
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化、重点化を進める必要があります。 

  平成20年度は、（仮称）黒磯インター整備関連

事業や市街地再開発事業などのプロジェクトが完

了するほか、大規模アウトレットモールが（仮

称）黒磯インター付近に進出するなど、今後の那

須塩原市の「飛躍」に向けた年となります。 

  また、継続事業の中でも、市の代表プロジェク

トである第二期ごみ処理施設整備事業、３・４・

１本郷通り道路改良事業、西那須野地区まちづく

り交付金事業等が総仕上げの段階へと入っていく

年でもあります。 

  このことから、那須塩原市の飛躍に向け、しっ

かりと事業を「選択」し、必要なところには「集

中的」に投資を行うことで、事業の早期完了を図

るとともに、市民満足度の向上に寄与することを

目指して予算編成を行うものといたしました。 

  後に、今回の市議会定例会に提案をいたしま

す議案について申し上げます。 

  今回ご提案を申し上げます議案は、人権擁護委

員の候補者の選任、教育委員会の委員の任命、固

定資産評価審査委員会委員の選任についての人事

案件３件のほか、平成19年度の補正予算案件９件、

平成20年度の当初予算案件が13件、条例の制定及

び一部改正等の案件が合わせて19件、一部事務組

合の規約変更などの協議に関する案件が２件、そ

の他の案件が３件、専決処分の承認を求める案件

が１件、専決処分の報告案件が５件で、合計55件

であります。 

  内容につきましては、この後の提案説明の中で

詳細を申し上げますが、行政執行上、いずれも重

要な案件でございますので、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願いを申し上げまして、

開会に当たりましてのごあいさつとさせていただ

きます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（植木弘行君） 市長のあいさつが終わりま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第２、会期の決

定についてを議題といたします。 

  本定例会に先立ち、議会運営委員会が開催され

ておりますので、議会運営委員長の報告を求めま

す。 

  議会運営委員長、20番、水戸滋君。 

〔議会運営委員長 水戸 滋君登壇〕 

○議会運営委員長（水戸 滋君） おはようござい

ます。 

  議会運営委員会のご報告を申し上げます。 

  第１回本議会定例会における会期の日程、議案

の取り扱い、その他議会運営上必要な事項を協議

するため、去る２月22日午前10時より第４委員会

室において、委員全員、正副議長、市長以下執行

部関係者出席のもと、議会運営委員会を開催いた

しました。 

  まず、本定例会の会期について申し上げます。 

  会期につきましては、本日２月29日より３月21

日までの22日間といたします。会期内の日程の調

整については、配付された会期日程表のとおりと

いたします。 

  本定例会に提出される議案は、市長提出議案と

して、人事案件３件、当初予算案13件、補正予算

案９件、条例案19件、その他の案件６件、報告５

件の計55件であります。 

  議案の取り扱いについてでありますが、同意第

１号から同意第３号の人事案件及び議案第１号か

ら議案第９号までの補正予算案件、並びに議案第

44号、承認第１号の合わせて14件については、即

決扱いといたします。 
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  即決案件14件と報告５件を除く36件については、

関係常任委員会に付託をし、審査を行うこととい

たします。 

  次に、追加議案について申し上げます。 

  市長提出による追加案件としては、車両の物損

事故の示談が成立した際には、損害賠償の額の決

定と和解について報告案件が予定されます。その

取り扱いについては、即決扱いといたします。 

  次に、議員提出案件について申し上げます。 

  本定例会に追加議案として提出が予定されてい

る案件は、条例改正案件２件であります。その取

り扱いについては、 終日即決扱いといたします。 

  議案に対する質疑は、先例のとおり取り扱うこ

ととし、同一議題につき１人３回まで、時間は15

分以内で連続して行うことといたします。 

  討論は、同一議題につき、先例のとおり取り扱

うこととし、賛成、反対それぞれ５人まで、時間

は１人10分以内といたします。 

  次に、会派代表質問、市政一般質問について申

し上げます。 

  会派代表質問は、質問回数に制限はなく、質問

１回目に、通告したすべての項目を行うこととい

たします。また、質問時間は50分以内とし、残り

の時間については、通告した所属議員による関連

質問が行えることといたします。 

  質問通告は５会派であり、日程上、３月３日に

２会派、４日に３会派といたします。 

  市政一般質問は、先例のとおり、質問回数の制

限はなく、時間は１人40分以内とし、１回目の質

問に、通告したすべての項目を行うことといたし

ます。 

  質問通告者は13名であり、日程上、３月６日に

５名、７日に４名、11日に４名の３日間といたし

ます。 

  次に、請願・陳情について申し上げます。 

  新規に受理した請願が１件と、継続審査となっ

ている陳情が１件ございますが、これらの詳細に

つきましては、配付された請願・陳情文書表のと

おり関係常任委員会に付託をし、審査を行うこと

といたします。 

  以上が、議会運営委員会における審議の結果で

あります。 

  議員各位におかれましては、円滑な議会運営に

ご協力を賜りますようお願い申し上げ、報告とい

たします。 

○議長（植木弘行君） 報告が終わりました。 

  ただいまの報告について質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長報

告のとおり、本日から３月21日までの22日間とし、

議案の取り扱い等についても議会運営委員長報告

のとおりで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日から３月21日

までの22日間と決しました。 

  また、議案の取り扱い等についても、議会運営

委員長報告のとおりといたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○議長（植木弘行君） お諮りいたします。 

  本定例会における議案上程の際の議案朗読は省

略いたしたいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議ありませんので、本定
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例会における議案上程の際の議案朗読は省略いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎同意第１号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第３、同意第１

号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを議題

といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 同意第１号 人権擁護委員

の候補者の推薦について、提案のご説明を申し上

げます。 

  議案書１ページ、議案資料１ページでございま

す。 

  本案は、国民に保障されている基本的人権を擁

護し、自由人権思想の普及向上を図るため、本市

における人権擁護委員の推薦について、人権擁護

委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の同意

を求めるものであります。 

  市内の人権擁護委員13名のうち１名が、昨年12

月31日、急逝されましたことに伴いまして、委員

１名を新たに推薦するものであります。 

  今回推薦いたします清水儀夫氏は、教職員を長

く務められ、その間、西那須野町議会の教育委員

会へも勤務され、平成15年３月31日に西那須野中

学校長を 後に退職された方であります。知識が

豊富で人望が厚く、人権擁護委員としてふさわし

い方であります。 

  よろしくご審議の上、ご同意くださいますよう

お願い申し上げ、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  本案について質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  同意第１号については、原案のとおり同意する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎同意第２号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第４、同意第２

号 那須塩原市教育委員会委員の任命についてを

議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 同意第２号 那須塩原市教

育委員会委員の任命について、提案のご説明を申

し上げます。 

  議案書２ページ、議案資料２ページとなります。 

  本案は、教育委員会委員であります平山江佐夫
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委員が３月23日をもって任期満了となることに伴

い、平山氏を引き続き教育委員として任命するた

め、議会の同意を求めるものです。 

  今日の教育行政は、いじめ、自殺、不登校、学

力向上対策など多くの課題を抱え、また、心の教

育の推進に当たっても、学校、家庭、地域が一体

となって推進していくことが求められております。 

  平山氏は、17年半の間、教育委員及び教育委員

長としての重責を果たされ、現在もなお教育振興

のため誠心誠意ご尽力をいただいており、教育委

員として引き続き教育行政を担っていただくにふ

さわしい方と考え、ご提案を申し上げます。 

  よろしくご審議の上、ご同意くださいますよう

お願い申し上げ、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  本案について質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  同意第２号については、原案のとおり同意する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎同意第３号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第５、同意第３

号 那須塩原市固定資産評価審査委員会委員の選

任についてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 同意第３号 那須塩原市固

定資産評価審査委員会委員の選任について、提案

のご説明を申し上げます。 

  議案書３ページ、議案資料３から５ページとな

ります。 

  本市の固定資産評価審査委員会の委員につきま

しては、現在３名の委員が選任されておりますが、

本年３月13日をもって任期満了となります。これ

に伴いまして、現委員であります小川親男氏、郡

司啓一郎氏を再任し、任期満了をもって退任いた

します小宮英一氏の後任として肥塚澄江氏を新た

に選任いたしたく、地方税法第423条第３項の規

定により、議会の同意を求めるものであります。 

  小川親男氏、郡司啓一郎氏は、知識、経験とも

豊富で人望も厚く、また肥塚澄江氏は、三区町に

お住まいで、栃木県職員として42年間勤務され、

現在、本市の水道事業審議会委員及び少年指導員

としてご尽力をいただいており、知識が豊富で人

望が厚く、いずれの方も固定資産評価審査委員会

委員としてふさわしい方であります。 

  よろしくご審議の上、ご同意くださいますよう

お願い申し上げ、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  本案について質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 
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○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  同意第３号については、原案のとおり同意する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎報告第１号～報告第５号の上程、

説明 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第６、報告第１

号 専決処分の報告についてから日程第10、報告

第５号 専決処分の報告についてまでの５件を一

括議題といたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、報告第１号から報告第５号までの５件

を一括議題といたします。 

  本案について報告、説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（折井正幸君） それでは、報告第１号か

ら報告第５号までについて、一括してご報告を申

し上げます。 

  これらは、地方自治法の規定に基づき、損害賠

償の額の決定及び和解について専決処分をいたし

ますので、ご報告を申し上げるものであります。 

  議案書81から90ページ、議案資料はございませ

ん。 

  まず、報告第１号につきましては、市道路線の

管理瑕疵に起因する事故によるもので、平成19年

10月27日、小結地内の市道の路面のくぼみにより、

走行中の車両のタイヤを損傷したものであります。

両者協議の結果、市側50％、相手側50％の過失割

合で示談が成立し、損害賠償金として5,197円を

市から相手方に支払い、今後この件に関して双方

とも異議を申し立てないことで和解が成立いたし

ました。 

  次に、報告第２号につきましても、市道路線の

管理瑕疵に起因する事故によるもので、平成19年

11月24日、百村地内の市道の路面のくぼみにより、

走行中の車両のタイヤを損傷したものであります。

両者協議の結果、市側30％、相手方70％の過失割

合で示談が成立し、損害賠償金として3,685円を

市から相手方に支払い、今後この件に関して双方

とも異議を申し立てないことで和解が成立いたし

ました。 

  次に、報告第３号につきましては、平成19年11

月29日、宇都宮市市ノ沢町地内で発生した車両物

損事故によるものであります。事故の状況につき

ましては、公用車が信号つき交差点を走行の際、

赤信号で進入し、交差する道路の左側から青信号

で発信した相手方車両に接触し、車両を破損した

ものであります。両者協議の結果、市側100％の

過失割合で示談が成立し、損害賠償金として33万

1,128円を市から相手方に支払い、今後この件に

関して双方とも異議を申し立てないことで和解が

成立いたしました。 
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  次に、報告第４号につきましては、平成19年12

月18日、関谷地内の交差点で発生した車両物損及

び人身事故に関し、車両物損についてご報告を申

し上げるものであります。事故の状況につきまし

ては、公用車が相手方車両を未確認のまま交差点

に進入したため、相手側車両と衝突し、車両を破

損し、相手方運転手に傷害を負わせたものであり

ます。両者協議の結果、市側90％、相手方10％の

過失割合で示談が成立し、物損に係る損害賠償金

のうち、相手方の責任賠償額を差し引いた53万

4,875円を市から相手方及び相手方が指定した者

に支払い、今後この件に関して双方とも異議を申

し立てないことで和解が成立いたしました。 

  次に、報告第５号につきましては、寺子地内の

赤沼せせらぎ公園の管理瑕疵に起因する事故によ

るもので、平成18年11月８日、公園内道路のグレ

ーチングにより、車両の泥よけを損傷したもので

あります。両者協議の結果、市側100％の過失割

合で示談が成立し、損害賠償金１万7,850円を相

手方に支払い、今後この件に関して双方とも異議

を申し立てないことで和解が成立いたしました。 

  以上５件につきましてご報告を申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 報告、説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎承認第１号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第11、承認第１

号 専決処分の承認を求めることについてを議題

といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 承認第１号 平成19年度那

須塩原市一般会計補正予算（第５号）の専決処分

について、提案のご説明を申し上げます。 

  議案書80ページ、議案資料124ページ。 

  今回承認いたしました補正予算は、今般の原油

価格の高騰により経営を圧迫されている農家を支

援するための緊急対策事業に係る予算の追加をす

るものであります。 

  歳出では、６款農林水産業費に、原油価格高騰

に耐え得る産地体制の整備確立を図るため、農業

機械及び農業施設の省エネルギー化に関する補助

金2,440万7,000円を計上いたします。 

  これに対する歳入は、15款県支出金に農業費補

助金を同額計上いたします。 

  このことで、平成19年度那須塩原市一般会計予

算総額は、421億465万1,000円となります。 

  また、この補正は緊急を要することから、地方

自治法第179条の規定に基づく専決処分を行いま

したので、ご承認くださいますよう、よろしくお

願い申し上げ、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  本案について質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  承認第１号については、原案のとおり承認する
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ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり承認されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第12、議案第１

号 平成19年度那須塩原市一般会計補正予算（第

６号）を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第１号 平成19年度那

須塩原市一般会計補正予算（第６号）について、

提案のご説明を申し上げます。 

  議案書４ページ、議案資料６から９ページであ

ります。 

  今回の補正は、国の補正予算に伴う対応のほか、

年度末を控え、事務事業の決定等に伴う事業費の

過不足調整等を行うものです。 

  これらの主な内容は、まず歳入では、12款分担

金及び負担金は、保育料の収入増などによるもの

で、14款支出金では、障害者自立支援法負担金な

ど補助対象事業の事業費の決定等により5,253万

6,000円を減額、15款県支出金も同様に4,388万円

の減額となります。 

  16款財産収入は、市有地売払収入1,817万6,000

円、17款寄附金は、記念事業寄附金などで310万

円をそれぞれ計上し、18款繰入金は、減債基金繰

入金を２億円減額して計上するなどが主なもので

あります。 

  また、21款市債は、起債対象事業費の決定など

に伴い２億3,500万円を減額し、歳入全体では５

億4,201万3,000円の減額補正を行います。 

  これに対する歳出は、２款総務費は、人件費が

減となりますが、新庁舎整備基金１億円を積み立

てるなどで3,826万8,000円を増額、３款民生費、

各種事業費の決定等に伴い、１億1,129万円を減

額し、４款衛生費でも広域ごみ処理対策費などの

事業費決定で7,136万9,000円の減額となります。 

  次に、６款農林水産業費は5,209万5,000円を減

額、７款商工費でも事業費の決定に伴う減額補正

を行い、８款土木費でも街路整備事業等の事業費

決定に伴い２億8,057万6,000円の減額となります。 

  また、９款消防費は、消防組合負担金確定に伴

い2,300万円を減額、10款教育費は、各種事業費

の決定に伴い1,249万円の減額補正を行います。 

  このほか、12款公債費は、公的資金補助金免除

繰上償還を行うため7,732万2,000円を増額し、こ

れらのことで、歳出補正額は４億4,222万7,000円

の減額補正となります。 

  この歳出と歳入を比較したとき、歳入に9,978

万6,000円の不足額が生じるため、14款予備費を

同額減額し、歳出補正と歳入補正同額とするもの

です。 

  これにより、平成19年度那須塩原市一般会計歳

入歳出予算総額は、415億6,263万8,000円となり

ます。 

  なお、これらの予算の補正のほか、事業の年度

内完了が見込めない15件について、繰越明許費を

設定させていただきました。 

  これらの補正の詳細につきましては、「平成19

年度３月補正一般会計補正予算執行計画書」のと

おりです。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げ、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 
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  質疑を許します。 

  19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） それでは、予算執行計画

書のほうからお伺いしたいと思います。 

  歳出10ページ、３款１項６目、地域介護・福祉

空間整備事業の小規模多機能型居宅介護事業所に

ついてでありますけれども、当初計画が４件のと

ころが実績１カ所ということでの減額であります

けれども、こちらについて、応募状況が１件だっ

たのか、あるいはその審査段階において１件とな

ったのか、その辺のことについてご説明をお願い

したいと思います。 

  さらに、実数を伺いたいわけなんですが、次の

11ページ、４款１項２目、予防接種事業、そちら

の当初の予定と実績の実数、次の４款１項３目の

母子衛生費の中のこども医療費の助成事業、それ

から妊産婦医療費の助成事業、こちらについても、

当初の計画人数と実数について、母子保健につい

て、その背景をある程度ご説明を願えれば、お示

しをいただきたいと思います。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） ただいまの質疑に

お答えいたします。 

  まず、小規模多機能型の事業所関係、当初、４

カ所を予定しておりました。実績では１カ所のみ

でございますけれども、地区的には今、資料を持

ってきていませんので、申し上げませんけれども、

全く応募がない地域についてもありました。例え

ば19年度、高林地区に１カ所を予定しておりまし

たけれども、残念ながらこれについては、手を挙

げるところがなかったと。今回の19年度の応募状

況から見ますと、18年度は競合したところもあっ

たんですけれども、ほとんど手を挙げるところが

なかったような状況であります。 

  現在、実績としては、３カ所減って4,500万が

減になったということになります。 

  次が、予防接種関係ですけれども、人数的には、

実際にこの18年度、１月から３月までの比較とか

で申し上げるほかないんですけれども、この１月

から３月の見込みが、予防接種の数、結構多いも

のですから、ちょっと個別には数字が出ていない

んですけれども、全体的な見込みの中で、昨年度

から比較するとＢＣＧが平均３倍になったり、あ

と３種混合が月の実施からすると３倍程度になっ

たということ、そういったものを含めまして、今

回、この補正額1,200万という形になりました。

12月末といいますか、実績からすると、11月まで

の実績に基づいて３月補正ということになったも

のですから、なかなか人数的にはつかみ切れない

というところが、やはりこんな数字になっており

ます。 

  次に、こども医療費の関係ですけれども、これ

も人数的にどうのこうのということではなく、現

物給付が始まったということもあったり、それか

ら、小学校へ上がる前の方までは個人負担がなく

なったり、そういったことが背景にありまして、

今回1,690万という金額的な増になっております。 

  それから、妊産婦のほうについては、18年度と

比較して、それの実績に基づいて予算を要求した

ところなんですけれども、これについて、人数的

に足りないということではありませんで、妊産婦

そのものは横ばいの状態でありますので、お医者

さんにかかる機会が余りなかったのかなというよ

うなことで、実績が若干下回ったということだと

いうふうに理解をしております。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） では、今、関谷議員が

質疑なさった続きでちょっと、地域密着型の部分

のところで、私も地域密着型の外部評価に行って
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いると、どこの地域密着型も経営が成り立たない

ということを言っておりますけれども、まだスタ

ートして間もないので、経営状況までは把握はし

ていないのかもしれないですけれども、なぜ手を

挙げないのかと、要するに採算が合わないから手

を挙げないという部分のところだというふうに、

私はそういうふうに思っているんですけれども、

その辺のところを、現在運営をされているところ

の状況というのを把握なさっているかどうかを聞

かせてください。 

  それと、やっぱり執行計画書からお聞きいたし

ます。 

  もう一つ続けて、こども医療費の助成事業のと

ころで、未就学児まで無料になって、３歳までは

現物支給になったということで、受けやすくなっ

たということで、これは受診している方がふえた

から、それに応じて補正をしているんだというふ

うに予想はつくんですけれども、この受診増によ

る国保のほうの会計上は、大きな、これで変化と

いうものは、実際にあるものなのかどうか、国保

の会計上はこの変化というものはそんなに影響を

与えているかどうか、与えていないものなのかど

うかを聞かせてください。 

  それと、執行計画書の、ページで言いますと10

ページのところで、ここで児童福祉総務費の中の

給与のところの一般職の給与が減額になっている。

まあ、ほかの課のところで共済費とか手当とかが

減額になっているというのは全体的なものなので

わかるんですけれども、給与がここでちょっと多

く減っている理由、これをなぜなのか聞かせてく

ださい。 

  それと、12ページのところで、この間、不祥事

があって、浄化槽の補助金の不正な処理があった

ということで、ここのところの訴訟費用が出てい

るとは思うんですけれども、たまたま国の補助と

県の補助の浄化槽の設置整備交付金のところが減

額になっているんですけれども、これは単純に、

予定していたものよりも減ったのでの減額で、そ

の結果を求められていての減額ではない、まだこ

の時点では被害金額が確定していないので、国と

か県には返してはいないとは思うんですけれども、

この減額になったのは、単純に設置数が減ったと

いうだけなのかどうか、確認ですので、その辺の

ところも聞かせてください。 

  まず、それだけ聞かせてください。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） ただいまの質疑に

お答えいたします。 

  １点目の地域密着型の関係ですけれども、運営

協議会等も開いた中で、実態はこういう状態にあ

るんだということで、今議員がおっしゃいました

ようなことで、なかなか状況的には厳しいんだと

いうことが実際にありました。 

  地域密着型ということなので、先ほども言いま

したように、地域的に指定をしても、なかなかそ

こまで手を挙げることは、事業者としては若干ご

無理があるのかなということも考えております。 

  そんなことで、実態は、状況的には把握をして

おります。今後、計画変更とかそういったものに

つなげていく必要はあるのかなというふうには思

っております。 

  こども医療費の国保会計上に及ぼす影響ですけ

れども、国保会計の給付状況を見ますと、影響は

詳しく分析はしておりませんけれども、影響はな

いものというふうに理解しております。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 私のほうからは、10ペ

ージの児童福祉総務費の給料の減額についてお答

えします。 
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  これは、保育士の育児休業に伴う減額でござい

まして、12月補正時におきましては、人事異動あ

るいは給与改定に伴う減額しかみておりませんで

したので、今回減額したものです。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 合併浄化槽の設置補助

金の減になった原因でございますが、これにつき

ましては、建築確認のケースが約15％ほど落ちて

おりますので、それに伴う減でございます。 

○議長（植木弘行君） 質疑の途中でございますが、

ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０５分 

 

再開 午前１１時１５分 

 

○議長（植木弘行君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） では、予算執行計画書

のところの６ページのところで、新庁舎建設整備

基金の積立金１億円、19年度は当初で１億円、今

回補正で１億円で、20年度には当初には組まない

という説明がありましたけれども、今回１億をし

たということは、今年度の会計上余裕があるので

基金に入れてしまおうという考え方なのか、それ

とも、今年度のほうがちょっと余裕がある、来年

度の当初組んだらちょっと大変なので、前倒しし

ちゃって積み立てちゃっておこうという、そうい

うことなのか、もし来年度の今ごろになって余裕

が出てきたら、また前倒しでやろうかとかという、

そういうような何か方針みたいなものというのは

あって、これをしたものなんでしょうかね。 

○議長（植木弘行君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） お答えいたします。 

  新庁舎の整備基金につきましては、議会のご理

解をいただいて条例化し、平成19年度当初から積

み立てをしたところでございます。 

  基金条例の提案時にもご説明申し上げましたけ

れども、庁舎の建設時期、あるいは規模等につい

ては、現在未確定ではございますけれども、その

ときに備えるために積み立てを開始するという、

いわば政策的な基金でございます。 

  20年度当初予算編成に当たりまして、当初に１

億程度を積み立てますと、財源の関係上、財政調

整基金の取り崩しをせざるを得ないということに

なります。お金に色がついているわけではありま

せんから、財調から庁舎整備基金ということも可

能は可能でありますけれども、結果として基金か

ら基金への積みかえというような形にとられても

仕方のないことになると思いまして、政策的な基

金でございますので、３月の補正に前倒しで積み

立てをさせていただくということでございます。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） あと１点だけ、５ペー

ジの合併特例債、今回マイナスで、事業確定でマ

イナスにしていったものとかもあるんだと思うん

ですけれども、今の現状のところで、当初言われ

ていたところよりも、合併特例債って思ったより

も使えないとか使いにくいとかという漠然とした

ものを聞くんですけれども、ここのところで減額

補正してきたようなものの中で、そんなに他意は

ないというか、大したことない、ただ単純にマイ

ナスだよというだけだったらいいんですけれども、

何かその合併特例債が使いにくくなっているとい

う、そういう漠然としたものを聞くんですけれど

も、そういうものに該当するようなものがこの中

に含まれているのかどうか、単純な質問なんです
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けれども。もしそういうものがなければ、ただ単

純に減額なんだというふうに言ってくださればそ

れでいいんですけれども。 

○議長（植木弘行君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 今回の合併特例債は、

総体的に減額ですけれども、事業費の確定により、

いわゆる精算という形で補正をするものでござい

まして、ただいま議員がおっしゃったような内容

による減額ということではございません。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） ほかにございませんか。 

  10番、平山啓子君。 

○１０番（平山啓子君） 18ページの10款教育費の

中のハーモニーホールの管理運営事業の中で、マ

イナス361万7,000円、あとパイプオルガン基金26

万円というのがございますけれども、この説明を

お願いいたします。 

○議長（植木弘行君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） ハーモニーホールの関

係でありますけれども、管理運営の361万7,000円

の減額につきましては、18年度の決算が終わった

という中で、余剰金ができたので両市に返還をす

る、こういうものであります。 

  あとハーモニーホールパイプオルガン基金であ

りますけれども、これは自主事業に両市で5,000

万、いわゆる2,500万ずつ負担しております。そ

ういう中で、自主事業を実際に行った結果、余剰

金が出たということで、一たん各市に２分の１ず

つ返してそれを基金に積み立てる、こういうこと

で今までもずっとやってまいりましたので、今後

も自主事業の残りの分の２分の１を基金積み立て

にというようになっております。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 10番、平山啓子君。 

○１０番（平山啓子君） 今まで基金の積み立ては

西那須野時代からの３ケタの300万、400万という

基金だったんですけれども、例えばこの減額で18

年度の決算が出て、361万円を基金に上乗せする

ということはできなかったんでしょうか。 

○議長（植木弘行君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） それは、先ほども申し

上げたとおり、趣旨が違うものですから、要する

に自主事業の余剰金については基金積み立てしま

す、こういう規定というますか、話になっており

ますので、先ほどの管理運営については、１億円

以上負担しておりますので、そのための精算、こ

のようになっております。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） ７番、磯飛清君。 

○７番（磯飛 清君） ２点ほど質問いたします。 

  まず、７ページの１項９目情報管理費の中で負

担金、電柱共架に伴う改修工事負担金1,370万と

ありますが、この負担割合は何％か、あと、この

工事は、場所としてどの辺を工事するのか伺いま

す。 

  それと、10ページ、１項７目社会福祉施設管理

費の中の健康長寿センター温泉井浚せつについて

質疑します。 

  まず、708万5,000円減額になっておりますが、

減額理由。 

  それと、浚せつの結果、湯量あるいは泉質の向

上などが、どのような効果が出たか質疑いたしま

す。 

○議長（植木弘行君） 企画部長。 

○企画部長（高藤昭夫君） 私のほうからは、総務

費の２款１項９目のＯＡ推進費の中の負担金の関

係につきましてお答え申し上げます。 

  19年度で今回、市の施設を結ぶ公共ネットワー

クの工事を実施いたしました。その中で、全体で

100㎞の光ファイバーを結んだわけですけれども、
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その中で、東京電力の電柱、それからＮＴＴ、こ

ちらに光ファイバーをかけていくわけなんですけ

れども、数から言いますと、東電の関係が2,153

本、それからＮＴＴが499本、ここにかけていっ

たわけなんですが、この中で、東電の電柱の場合

に、それぞれの共架をしていくポイントという高

さがあって、これらをやっていく中で、その高さ

を確保するために、東電の電柱にいろいろなもの

があります。トランスとかというのがあるんです

けれども、そういったものの移設が出てきてしま

ったというものがあります。 

  これが、東電の電柱で230本ですか、それとＮ

ＴＴの、これは交換柱なんですけれども、こちら

は光ファイバーをかけたときに荷重がかかるとい

うことで、交換柱のポールの立てかえが必要にな

る。これが10本ほどあります。場所的には、市内

の各所で起きていますので、こういったことで、

東電の電柱の場合には平均して約４万2,000円ぐ

らい、ＮＴＴの場合には交換柱１本を立てかえる

ということで１本20万ぐらいかかりますので、ト

ータルで今回1,370万を計上させていただいたと

いうことで、ちょっと当初見込めなかった経費な

ものですから、ご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） それでは、健康長

寿センターの浚せつ工事につきまして２点ほど質

疑がありましたので、お答えいたします。 

  減額の理由は、別にありません。指名競争入札

でやった結果で、このような残が出たということ

でございます。 

  もう一つ、湯量、それから質、温度等ですけれ

ども、浚せつ工事前と比べましてほとんど変化が

ございませんでした。 

  今後、定期的に量とか温度、それから質の分析、

そういったのをやっていって、ちょっと推移を見

守る必要があるのかなというふうに現時点では思

っております。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） ７番、磯飛清君。 

○７番（磯飛 清君） 電柱のほうは理解いたしま

した。 

  今の健康長寿センターのほうなんですけれども、

前と結果が同じでなかったというのは、浚せつに

当たっては、湯量とかそういったものが少なくな

った、あるいは泉質が低下してきたということで

浚せつを行ったと思うんですけれども、その前と

いうのは、悪くなったときの量か、あるいは健康

長寿センターが開設された当初のころの量か、ど

ちらの前を言っているかお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） お答えいたします。 

  温泉の温度ですね、これは10年前開設したとき

と比べて、この浚せつ工事をする前と浚せつ工事

をした後では、要するにこれをやって10年前に戻

ったということでは決してありません。質につい

ても、開設当時まで全然戻っていないという状況

にあります。 

  ですから、どうしてそういうことなのかという

ことですけれども、そもそも、浚せつ工事をした

ために、当初から、じゃ、どうしてやるんだとい

うことになるかもしれませんけれども、要は、50

ｍぐらい不純物等が堆積していたので、それを何

とかきれいにすれば質が変わるんじゃないか、温

泉の温度も変わるんじゃないかという期待感を込

めてやった工事でもありますので、残念ながら、

今のところ、そのような結果が得られていないと

いう状況にありますので、 初に言いましたよう

に、ちょっと推移を見守る必要があるかなという
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ふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） ７番、磯飛清君。 

○７番（磯飛 清君） 内容的にはわかりました。 

  以前の定例議会において、早乙女議員から一般

質問の中にあったと思うんですけれども、泉質等

の低下によって滅菌の消毒というか、あれが非常

に強いと、温泉の部屋に入った途端に目がくらく

らするような状態だというような質問があったと

思います。やっぱり滅菌については、以前と変わ

りなく、あのような強い滅菌をしなくちゃならな

いような、現在も状態か、お聞かせください。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） ただいまの質問で

すけれども、この浚せつ工事によりまして、管内

の不純物ですとか、そういったものはきれいなく

なっております。そういうことに結果がなりまし

たので、滅菌の量も、当然、どのぐらい減ったか

というのは、ちょっと、今手元にありませんので

申し上げられませんけれども、減っていることは

確かだというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 30番、金子哲也君。 

○３０番（金子哲也君） 執行計画書の13ページに

あります、畜産業費の中の家畜排せつ物利活用施

設整備事業、バイオマスの環づくり事業、これに

ついて説明をお願いいたします。 

○議長（植木弘行君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（二ノ宮栄治君） これらにつきま

しては、戸田柳地区で実施しているものでござい

ますが、皆さんご存じのように、酪農関係の環境

が非常に厳しいということもございまして、再度

見直しをして規模縮小をした結果、このように減

額になっているということでございます。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） ２点質問をいたします。 

  11ページの３項２目の扶助費の中の生活保護費

ですが、もともと生活保護、多分14億ぐらいあっ

たと思うんですが、これ、5,000万、医療という

ことでふえている、この中身のご説明をお願いし

ます。 

  もう一つは、18ページの図書館費の中で、310

万の金融機関からの寄附の中で、300万の図書予

算への配分だったと思うんですが、この書架と図

書については、何か特別なものを設置したのか、

あるいは一般の図書費の中に入れるものなのか、

ご説明をお願いいたします。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） ただいまの質疑に

お答えいたします。 

  生活保護費の中で5,000万、医療扶助というこ

とで、当初、人工透析をやっている方で、生活保

護世帯でも人工透析をやっている方たくさんおり

ます。その方たちが、今度の障害者自立支援法の

ほうに移行を予定しておりました。そういう予定

はしていたところなんですけれども、たまたまこ

の人工透析を実施している医療機関が、自立支援

法の指定病院といいますか、そういう病院にたま

たま入っていないということで、従来どおり、生

活保護費の中の医療扶助という形でやらざるを得

ないということで、その5,000万を見込んだとい

うことです。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 図書館費の中で、黒磯

図書館、あるいは西那須野図書館の寄附の関係で

ございます。 

  これは、予算書のとおり、150万ずつ両図書館

に寄附をいただいて、今回購入するというもので
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す。それで、基金については、その本を入れるた

めの書架を買うわけでございますけれども、寄附

されたのは大田原信用金庫でありまして、そちら

の希望としましては、大信文庫等々、名称はいず

れにしましても、そういうコーナーをつくってい

ただければと、こういう要望がありました。そう

いう形での書架を購入し、そこに本をこれから選

定するわけですけれども、入れたいということで

ございます。 

  なぜかといいますと、これは文書で約束したわ

けではありませんけれども、口頭の中では、１回

だけじゃなくて今後も、額はいずれにしましても、

続けていきたいと、このような話がありましたの

で、こちらのほうも、そのようにコーナーをつく

っていきたいというように思っております。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 生活保護についてはわ

かったんですけれども、人工透析は多分１人700

万ぐらいかかっていたのかなというふうに思うん

ですが、これは、そうしますと、生活保護を受け

ている人たちがたまたま病院がそういうふうにな

らないときはそのままでいいと、何か基準という

のはあるんですか。これは何人分ぐらいなのかと

いうことをお尋ねいたします。 

  それから、図書費につきましては、特別なコー

ナーをつくるということであるならば、本を何か

特別な大信の、何というんですか、中身について

希望があるのならばお尋ねいたします。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） ただいまのご質疑

ですけれども、人工透析はいろいろ状況によって

は変わると思います。特に何人分ということでは

ありませんけれども、先ほど言いましたように、

これは、自立支援法の中の医療給付のほうに変換

が図れなかったということで、先ほども言いまし

たように、医療機関がその対象の医療機関という

ことになれば、当然、自立支援法で支出はしたこ

となんですけれども、従来どおり残っていたとい

うことで、今回、その分も含めて若干足らなくな

ったということで、大きくは人工透析の話をしま

したけれども、医療扶助が３月補正をせざるを得

なかったという状況にあったわけです。 

  以上であります。 

○議長（植木弘行君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 寄附金の話ですけれど

も、図書については、基本的には図書館に任せる、

こういう話でありました。ただ、その話の中では、

これからの子どもたちのためになるようなものが

あれば一番いいんだけどなというふうな話があり

ましたので、その点も含めて今後図書については

選定していきたい。 

○議長（植木弘行君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） ないようですので、質疑を

終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第１号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２号～議案第７号の上程、

説明、質疑、討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第13、議案第２号 平成19年度那須塩原市

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）から日

程第18、議案第７号 平成19年度那須塩原市温泉

事業特別会計補正予算（第３号）までの６件を一

括議題といたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第２号から議案第７号までの６件

を一括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（君島 寛君） 議案第２号から議案第７

号までの６件につきまして、一括して提案のご説

明を申し上げます。 

  まず、議案第２号 平成19年度那須塩原市国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）について申

し上げます。 

  議案書５ページ、議案資料10ページから11ペー

ジとなります。 

  今回の補正は、歳入歳出ともに年度末の経費の

確定もしくは確定見込みによる補正予算でありま

す。 

  歳入では、１款国民健康保険税を１億5,941万

7,000円、３款国庫支出金を３億1,952万4,000円、

４款療養給付費等交付金を７億7,993万8,000円、

５款県支出金を505万3,000円それぞれ減額し、６

款共同事業交付金では１億771万8,000円を増額す

るとともに、８款繰入金に財政調整基金を取り崩

し、平成14、15年度の財政調整交付金の過大交付

の返還金分１億4,784万6,000円を含めた４億

8,773万7,000円を増額するものであります。 

  歳出では、３款老人保健拠出金を１億511万

8,000円、４款介護納付金を719万2,000円、５款

共同事業拠出金を１億401万3,000円、７款基金積

立金を３億円及び10款予備費を３億円それぞれ減

額し、９款諸支出金に平成19年１月の会計検査で

指摘を受けた平成14、15年度の財政調整交付金の

過大交付分の返還金として、１億4,784万6,000円

を追加計上いたします。 

  以上、歳入歳出それぞれ６億6,847万7,000円を

減額補正し、補正後の予算総額を124億9,149万

2,000円とするものであります。 

  次に、議案第３号 平成19年度那須塩原市老人

保健特別会計補正予算（第２号）について申し上

げます。 

  議案書６ページ、議案資料は12ページとなりま

す。 

  今回の補正は、後期高齢者医療制度導入に当た

り、被用者保険の被扶養者であった者の保険料に

ついて、平成20年度の上半期は保険料均等割分の

全額凍結、下半期は20分の１の負担、平成21年度

は半額負担とする激変緩和措置が決定されたこと

に伴い、今年度に構築してきた後期高齢者医療シ

ステムを改修する必要があるため、国の全額補助

を受けて、一般管理費にシステム改修費525万円

の補正を行うものであります。 

  歳入歳出それぞれ525万円を増額補正し、補正

後の予算総額を74億1,376万5,000円とするもので

あります。 

  次に、議案第４号 平成19年度那須塩原市介護

保険特別会計補正予算（第３号）について申し上

げます。 
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  議案書７ページ、議案資料13から14ページとな

ります。 

  今回の補正は、年度末を控え、決算を見込んだ

事業費の過不足調整を行うものであります。 

  歳入につきましては、１款保険料は、決算見込

み増により1,330万4,000円を計上し、３款国庫支

出金では、介護給付費負担金変更交付決定により

2,041万3,000円を減額し、歳出の一般管理費介護

保険システム改修事業費見合いの財源であるシス

テム改修事業費補助金を89万2,000円計上し、差

し引き1,952万1,000円の減額となりました。４款

支払基金交付金では、介護給付費交付金を8,205

万1,000円、５款県支出金では介護給付費負担金

を2,288万2,000円それぞれ減額し、７款繰入金で

は、介護給付費繰入金を1,600万6,000円、事務費

繰入金を195万4,000円、合わせて1,796万円減額

するものであります。 

  歳出につきましては、１款総務費は、一般管理

費に介護保険システム改修事業費を178万5,000円

計上し、介護認定審査会費及び認定調査事務費は、

支出見込み減により284万7,000円を減額、差し引

き106万2,000円減額するものであります。２款保

険給付費では、給付見込みの減等により、地域密

着型介護サービス給付費4,048万2,000円、施設介

護サービス給付費4,876万8,000円、居宅介護住宅

改修費300万6,000円、介護予防サービス給付費

3,214万1,000円及び特定入所者介護サービス費

365万1,000円、合わせて１億2,804万8,000円を減

額補正するものであります。 

  これらにより、歳入歳出それぞれ１億2,911万

円を減額し、補正後の歳入歳出予算総額を49億

5,011万3,000円とするものであります。 

  次に、議案第５号 平成19年度那須塩原市下水

道事業特別会計補正予算（第３号）について説明

申し上げます。 

  議案書は８ページ、議案資料は15ページから16

ページとなります。 

  今回の補正は、歳入については、一部浸水対策

事業から公共下水道事業に振りかえることや、塩

原公共下水道全体計画見直し業務の一部が国庫補

助対象に該当しないため、歳入の組み替えを行い、

３款国庫支出金で150万円を減額するほか、４款

繰入金では一般会計からの繰入金171万8,000円、

７款市債で11億8,020万円をそれぞれ増額するこ

とにより、総額11億8,041万8,000円の増額補正を

するものです。 

  一方、歳出につきまして、経営健全化の一環と

して、高利率の公営企業金融公庫資金及び財政融

資資金について、公的資金補償金免除繰上償還が

認められたことに伴い、４款公債費の地方債元金

償還で11億7,673万4,000円の増額、３款流域下水

道費では、流域下水道建設市町村負担金の増によ

り、負担金で777万4,000円を増額するほか、２款

下水道建設費では、区画整理関連事業費が確定し

たことにより、負担金で409万円を減額補正する

ものであります。 

  これらの補正により、歳入歳出予算総額をそれ

ぞれ45億6,723万9,000円とするものです。 

  なお、今回の繰上償還が認められた利率は、公

営企業金融公庫資金については6.7％、財政融資

資金については７％以上のものであり、借りかえ

利率は2.5％程度を見込んでおります。 

  また、黒磯地区及び西那須野地区の公共下水道

工事の一部、栃木県流域下水汚泥処理業務負担金

の一部及び百村川第３幹線用地取得に伴う補償費

について、年度内に事業の完了が見込めないため、

繰越明許費の設定をするものです。 

  次に、議案第６号 平成19年度那須塩原市農業

集落排水事業特別会計補正予算（第３号）につい

て申し上げます。 
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  議案書９ページ、議案資料は17ページとなりま

す。 

  今回の補正は、歳入では、５款諸収入の雑入19

万5,000円を減額する一方、３款繰入金の一般会

計繰入金302万1,000円を増額するものであります。 

  これに対し歳出では、１款管理費に早急に対応

が必要な経費として、一般事務費の考課費222万

8,000円、また、東部地区施設維持管理費の光熱

水費59万8,000円、合わせて282万6,000円を計上

するものであります。 

  このことで、補正後の歳入歳出予算総額を

9,270万1,000円とするものであります。 

  次に、議案第７号 平成19年度那須塩原市温泉

事業特別会計補正予算（第３号）について申し上

げます。 

  議案書10ページ、議案資料18ページとなります。 

  今回の補正は、温泉事業の新規加入に伴う個別

使用料の増によるものであります。 

  歳入については、２款事業収入に1,830万6,000

円を増額するものであります。 

  一方、歳出については、１款温泉事業管理費で

施設整備基金に725万6,000円、施設管理費として

105万円、予備費に1,000万円を増額するものです。 

  これらにより、補正後の予算総額を歳入歳出そ

れぞれ8,051万8,000円とするものであります。 

  以上６件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  質疑を許します。 

  21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 第４号議案についてお

伺いいたします。 

  介護保険の関係の補正の中で、真ん中から下の

ほうに、給付見込みの減等に伴いというふうなこ

とだったんですが、そのことについて、もう少し

詳しく説明をお願いいたします。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） ただいま介護保険

の保険給付費の質疑でしたけれども、お答えいた

します。 

  地域密着型4,048万2,000円減額するということ

でございますけれども、大きな要因としましては、

当初、地域密着型のサービスといいますと、認知

症対応のグループホーム、小規模多機能型の居宅

介護、そういったものがあるわけですけれども、

当初の見込みより約30人ほど利用人員が減ったと

いうことで、それに伴う減額が主なものです。 

  それから、施設介護サービス給付ですけれども、

介護老人施設、特別養護老人ホーム、それから介

護老人保健施設、それから療養型、この３つがあ

るわけですけれども、当初は570人ほど見込んで

いましたけれども、約20人ほど本市関係の高齢者、

給付を受ける方が減になったということで、それ

に伴う減でございます。 

  そのもう一つ上ですけれども、あとは介護予防

の関係ですけれども、これも当初見込みより260

人ほど実質的にはサービスを受ける方が少なかっ

たということで、それによる実績でこのような減

になっています。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） ではまず、議案第２号、

国保の補正ですけれども、ここで平成14年、15年

度の財政調整交付金の過大交付の返還金というこ

とで計上されている金額ですけれども、この金額

は、実際に過大に計算してしまった金額が、単純

に合計金額なんですよね、これ、14、15の。実際

にこのミスしたときには、ただ単純なミスで、県

と国がチェックが働かなかったので、こういう単

純ミスが起きたということで、県と国の責任もあ
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るからなのかもしれないんですけれども、これは

単純にミスした金額を補正して、それだけを返還

して、あと何もないということで、県も国もチェ

ック機能が働かなかったんだから、市町村にだけ

何かペナルティーを科してもしようがないと思う

ので、単純なものなのかどうか、その辺のところ、

説明をしてください。 

  それと、介護保険のところで、４号議案ですね、

ここのところで、地域密着型サービスの、先ほど、

そちらへ予定していた地域密着型の開設ができな

かったので、利用が少なかったということで、そ

れで減額なんだと思うんですけれども、その分ほ

かのサービスを使うということで、ほかのサービ

スが増額されているところがあるとか、ほかのサ

ービスが減らなきゃいけなかったのに、こっちに

移れなかったために変わらなかったとかという、

その辺のところの分析ってなさっていますか。 

  施設の部分のところは、定員があいていなけれ

ば入れないので、施設介護サービスの給付という

のは減額だったというところは単純にわかるんで

すけれども、その地域密着型サービスの給付とい

う部分の影響をどういうふうに分析しているのか

聞かせてください。 

  それと、議案第５号のところで、ここには、地

方債の元金償還金、このところの部分、私もよく

わからないんですけれども、19年度から公的資金

補償金免除の繰上償還ということができる部分の

ところに係る金額が、この金額、償還金を増額し

て、公債費と市債の部分のところが入っています

よね。この分が、19年度のこの補償金免除の繰上

償還に係る補正だというふうな理解でよろしいで

すか。 

  とりあえず、それだけ聞かせてください。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） それでは、質疑２

点ほどありましたので、お答えいたします。 

  介護保険の関係と国保返還金についてですけれ

ども、国・県のチェックが働かなかったどうのこ

うのということでは、それもありますけれども、

第一義的には、那須塩原市の担当職員も含めてチ

ェック体制が働かなくて、単に事務的なミスとい

うことでとらえておりますので、特に国・県のこ

とは、担当としては思ってはおりません。 

  なお、その返還金につきまして、単年度の国保

会計に結果的には影響がなかったということにな

っておりますので、その辺は、若干、担当として

も安心をしております。 

  それから、介護保険の地域密着型の関係ですけ

れども、介護サービスに移行したり、その辺の分

析をしたかということですけれども、特に分析は

しておりません。この地域密着型のサービスの議

案が立ったために、ほかのサービスに、例えば施

設は当然ちょっと無理なんですけれども、この施

設サービスの代替ということでこの地域密着型が

設定されておりますので、そういった意味からす

ると、若干問題はありますけれども、在宅のサー

ビスが極端にこれでふえたとか減ったとかという

形のものでは分析はしておりませんので、そうい

うことでご理解いただければというふうに思いま

す。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 公的資金の借りかえの

ことでございますが、19年度におきましては、

6.7％以上の高率で借りておりますものにつきま

して繰上償還をするということで、11億7,673万

4,000円を借りかえするというものでございます。 

○議長（植木弘行君） 12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） 今、下水道の答弁をそ

こで続けて再質疑いたします。 
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  11億7,673万4,000円というこの金額全額が、こ

の繰上償還に係る総額だという解釈でよろしいで

すね、今の答弁だと。 

  それで、今回のところで繰上償還を認める、要

するに補償金なしで認めるかわりに条件として、

一般会計のほうは繰り出し、こちらは繰り入れで

すけれども、してはだめだということで、それで

基準内はオーケーですけれども、基準外はしちゃ

だめだということなので、ここで言って、ここで

一般会計からの繰入金ありますよね、わずかです

けれどもね。これというのは、基準内という解釈

でいいんですよね。基準外ではない。 

  私、こういう細かいのは、一々、一般会計から

の繰入金幾ら幾らと必ず出るだけで、そこの内訳

が基準内なのか基準外なのかという部分のところ

は、一々説明は受けないので確認なんですけれど

も、これは、一応基準内の繰り入れが何か発生し

たということで、その説明を具体的にしていただ

けるとわかりやすいんですけれども。 

  それと、今年度、急に国は補償金なしで繰上償

還を認めるよと、今までは認めなかったとずっと

言っていたら認めるというから、今年度に関して

は、もしかしたら基準外もやっちゃっているもの

においてはいいのかなという解釈もちょっとでき

たものですから、そこの確認のために聞かせてい

ただけたらというふうに思います。 

  それと、介護保険のところですけれども、介護

保険のところで、もう施設はあきがないと入れな

いので、予定してこれぐらい施設入所が必要だと

いうふうに計画を立てていても、あきがなければ

入れないし、療養型はもう減らさなきゃならない

状態になっている施設は、減額になっていく中で

のこの地域密着型グループホームとか小規模多機

能の役割というのは大きいんですけれども、手を

挙げてくれて事業者が参入してくれない。 

  その辺のところを先ほど、分析していないので

ご了解くださいと、了解できないんですけれども、

今後のところで、こういう部分の当てにしていた

地域密着型が開設できないで、もちろん給付費が

それに伴ってこれは減額になっているんだと思う

んですけれども、その辺の対策というものを今後

どういうふうに立てるかという部分のところを、

次の計画策定もありますので、どのようにお考え

になっているか聞かせてください。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） それでは、お答え

いたします。 

  地域密着型の関係ですけれども、第３期計画で

15カ所予定をしました。その中でも、先ほど若干

申し上げましたけれども、地域的にちょっと無理

な場所を設定して、そこで地域密着型の多機能型

の施設といいますか、そういうものをつくってや

るということを、計画としては当然持っていたわ

けですけれども、ここ18年、19年度、整備をでき

なかったという経緯がございます。そのできなか

ったものを20年度に先送りするわけですけれども、

それでも恐らく、多分、手を挙げる事業者はそん

なに多くはないだろうということが考えられます。 

  それにつきましては、この計画期間内に計画変

更はできませんので、第４期計画の中で、地域密

着型、果たして今の３期計画の計画のままでいい

のかどうかということを十分検証した上で、第４

期計画にそれをつなげていく必要があるというふ

うに思います。 

  施設サービスはもう頭打ちでありますので、地

域密着型のサービスを今後充実していく必要はあ

るというふうには認識しておりますので、第４期

計画の中にその辺をつなげていきたい、そのよう

に思っています。 

  以上です。 
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○議長（植木弘行君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 今回の繰上償還に関し

ましては、財政の公営企業の経営健全化計画等に

よりまして実施しているわけでございますけれど

も、実際的には端数につきまして、今回のってご

ざいますが、93万4,000円、要するに端数につき

ましては、繰上償還の中でも調整はできないとい

うことで、そういったものにつきましては、93万

4,000円につきましては、一般会計からの繰り入

れを実施しているというような状況でございます。 

○議長（植木弘行君） ほかにございませんか。 

  ここで昼食のため休憩いたします。午後１時再

開いたします。 

 

休憩 午後 零時 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（植木弘行君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） 議案第４号のところで

先ほどの答弁を聞いて、地域密着型サービス、地

域的に無理な地域が出てきて、そこが計画どおり

に設置されなかったことによってということだっ

たんですけれども、先ほど、その前に一般会計の

ところで、高林とかが該当するんだと思うんです

けれども、実際に高林と単純に聞くとそのように

思えますけれども、実際に生活圏域を考えると、

その辺のところ、無理というものは、単純に地域

だけじゃない、生活圏域を外しちゃっていますよ

ね。高林だから高林の人じゃなきゃだめというこ

とではなくなっていると思うので、そうなったと

きに何かもっと違う方策を考えないと、生活圏域

は取り払ってあるのは実際ですので、根本的なこ

とで地域密着型ができないんだというふうに思わ

れるんですけれども、そういうところは検討され

ていますか。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） お答えいたします。 

  地域圏が完全に取り払われたというふうには私

は認識していないんですけれども、１つの例とし

て高林地区を挙げましたけれども、高林といって

も、ちょっと面積的には結構広いのかなという感

じの中で、例えば町内といいますか、市街地より

はそういった形成がなされていない。例えばその

中で高齢者がそういった施設に、身近な施設に入

るような土壌といいますか、そういう雰囲気にな

いことも若干あるのかなと。 

  先ほど事業者のことも言いましたけれども、じ

ゃ、どこの事業者でもいいということではありま

せんので、事業者も、今まで居宅のサービスをし

ていた、より身近な、それこそ地域に密着した事

業者であるべきだということからすると、事業者

も参入しにくい、地域的にも、今言いましたよう

に、例えば高林のお話でいくとすれば、ちょっと

設定をそこに２カ所、どういう形で設定するのか

ということはなかなか難しい。事業者にしても、

なかなか定まらない。単なる高林地区という形の

中でだけでは、事業所を設定するというのは今は

難しいのかなという感じがしますので、そういっ

たことも含めて、20年度、もう一年残っておりま

すので、地域的な、この地域と高林地区のこの辺

の地域という形のものも考えていく必要があるの

かなというふうには、現時点で思っております。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 先ほどちょっと一般会

計からの繰出金につきまして、基準内か基準外か

ということが答弁漏れしていたと思いますので、
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申し上げます。 

  93万4,000円のうち端数処理で出すものでござ

いますけれども、それにつきましては、汚水関係

につきましては基準外、雨水関係につきましては

基準内ということになりますけれども、これ、両

方含まれておりますので、両方入っているという

ことでございます。また、財政健全化計画等につ

いては抵触しないという形になっておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（植木弘行君） ３番、眞壁俊郎君。 

○３番（眞壁俊郎君） 議案第２号につきまして質

疑いたします。 

  過大の交付金の返還金についてでございますが、

平成19年１月に会計監査の指摘を受けたというふ

うなことで、今回、20年の２月ですか、きょうは。

１年以上経過しております。この関係で、これ、

私、早いか遅いかというのはよくわからないんで

すが、この関係で、なぜこういう１年以上経過し

たのか、理由をお聞きしたいと思います。 

○議長（植木弘行君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） お答えいたします。 

  なぜ１年もたってからなのかということですけ

れども、国のほうでも、会計検査院と国とのやり

とりも含めてですけれども、実際のところ、昨年

の７月に市のほうから確認といいますか、指摘を

受けたことについて、間違いないかどうかという

ことも含めて、確認書の提出を求められたという

ことです。それを会計検査院、それから国のほう

でその確認をした中で、今回になって返還してこ

ようと、返還しろという命令が国のほうから出た

ということだけで、特に事務的にやはり確認作業、

全国的なことでありますので、そういったことで、

１年近く経過したのかなという感じがしておりま

す。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 議案第７号、温泉事業特

別会計から１点だけお伺いします。 

  歳入の温泉特別使用料1,830万6,000円でありま

すけれども、当初予算6,200万ぐらいであります

ので、約３割近いような補正でありますが、この

件についてご説明をお願いします。 

○議長（植木弘行君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（二ノ宮栄治君） ただいまのご質

問にお答えします。 

  これにつきましては、かもしか荘と寿苑、これ

が撤退いたしまして経営者がかわったということ

で、特別使用料それぞれ約900万ですが、入るこ

とになります。こういうことです。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） 基本的なところで恐縮で

すけれども、その特別使用料というのをご説明願

います。 

○議長（植木弘行君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（二ノ宮栄治君） この一般の使っ

た分だけを払うということじゃありませんで、水

道で言いますと加入金に該当するようなものでご

ざいまして、既に投資等をしてあるものをすぐに

使えるということも含めまして、公平性を確保す

るために、いわゆる新たに加入した方からは特別

使用料を取るということで条例でなっております。

それらに基づきまして、この２件については特別

使用料を徴収するものでございます。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 19番、関谷暢之君。 

○１９番（関谷暢之君） そういたしますと、加入

料というような解釈ということで、それは加入時

の１回きりということで、年度ごとに発生するも

のではないという解釈でよろしいでしょうか。 
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○議長（植木弘行君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（二ノ宮栄治君） はい、そのとお

りでございます。 

○議長（植木弘行君） ７番、磯飛清君。 

○７番（磯飛 清君） １点だけお伺いいたします。 

  ５号議案の15ページ、下水道事業特別会計につ

いて、説明文の中の中段、真ん中あたりに、塩原

公共下水道の業務の一部が国庫補助対象に該当し

ないためというご説明がありますが、その一部の

内容をお聞かせください。 

○議長（植木弘行君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） これにつきましては、

県で進めております400号線の下塩原のバイパス

の道路にかかわる部分につきましては、一応は補

助対象になる。 

  それから、それ以外にはみ出す部分がございま

す。上流側になりますけれども、その部分につい

ては対象外ということで、その部分については市

のほうで持ち出しという形になるということで、

補助金がカットされるということになります。そ

の調査をするため、それを外すための業務委託に

なります。 

○議長（植木弘行君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） ないようですので、質疑を

終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第２号から議案第７号までの６件について

は、原案のとおり決することで異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第２号から議案第７号までの６件

については、原案のとおり可決されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８号及び議案第９号の上

程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第19、議案第８号 平成19年度那須塩原市

簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）及び日

程第20、議案第９号 平成19年度那須塩原市水道

事業会計補正予算（第４号）の２件を一括議題と

いたしたいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第８号及び議案第９号の２件を一

括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第８号及び議案第９号

につきましては、一括して提案の説明を申し上げ

ます。 

  まず、議案第８号 平成19年度那須塩原市簡易

水道事業特別会計補正予算（第２号）について申

し上げます。 

  議案書11ページ、議案資料19ページでございま

す。 

  今回の補正は、歳入において、板室温泉簡易水
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道の水道使用量減少により95万1,000円の減額、

簡易水道事業債償還利子の確定に伴い、基金繰入

金で29万5,000円の増額及び一般会計繰入金で279

万5,000円の減額、さらに板室本村及び西塩簡易

水道事業の配水管布設がえ工事の確定に伴い、簡

易水道事業債5,420万円の減額を行うものであり

ます。 

  歳出におきましては、配水管布設替工事実施設

計業務委託料及び事業統合認可申請作成業務委託

料の確定に伴い、委託料を1,444万8,000円減額す

るとともに、配水管布設替工事費の確定に伴い、

工事請負費を4,320万3,000円減額し、補正後の予

算総額を歳入歳出それぞれ１億7,665万3,000円と

するものであります。 

  次に、議案第９号 平成19年度那須塩原市水道

事業会計補正予算（第４号）について、提案の説

明を申し上げます。 

  議案書12ページ、議案資料は20ページ、21ペー

ジであります。 

  今回の補正は、収益的収入において、企業職員

に係る経費の変更及び企業債償還利息の額の確定

に伴い、他会計補助金17万6,000円を減額し、補

正後の予算額を25億96万3,000円とするものであ

ります。 

  次に、資本的収入において、公的資金補償金免

除繰上償還及び事業費の確定に伴い、企業債５億

5,410万円を増額、湯宮・鴫内地区周辺整備事業

費の確定に伴い、5,112万2,000円の減額、配水管

の布設工事補償金で889万2,000円を増額、新湯簡

易水道の事業廃止に伴い、一般会計補助金25万

7,000円を減額し、補正後の予算額を17億3,788万

1,000円とするものであります。 

  次に、資本的支出において、湯宮・鴫内地区の

周辺整備事業費及び老朽管更新による工事費の確

定に伴い、配水設備拡張費を8,662万2,000円減額、

新湯簡易水道の事業廃止に伴い、有形固定資産購

入費を440万円減額、また、繰上償還に伴う民間

等資金による借換債の償還として６億322万5,000

円を増額することにより、補正後の予算額を26億

9,414万2,000円とするものであります。 

  なお、資本的収入が資本的支出に対して不足す

る額については、損益勘定留保資金等で補てんす

るものであります。 

  以上２件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げ、説明と

いたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第８号及び議案第９号の２件については、

原案のとおり決することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第８号及び議案第９号の２件につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎議案第４４号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第21、議案第44

号 黒磯那須共同火葬場組合規約の変更について

を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（君島 寛君） 議案第44号 黒磯那須共

同火葬場組合規約の変更について、提案のご説明

を申し上げます。 

  議案書75ページから77ページになります。議案

資料はございません。 

  本案は、黒磯那須共同火葬場組合規約につきま

して、地方自治法に基づく規約に定めるべき事項

を加えることで、組合の運営をより適切なものに

するための変更をするものであります。 

  あわせて、規約の規定をより明確にするため、

全体を見直した結果、規約の全部を変更する必要

があるため、関係する那須町と協議することにつ

いて、地方自治法第290条の規定により議決を求

めるものであります。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第44号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２２号～議案第２７号の

上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第22、議案第23号 那須塩原市長の給料の

特例に関する条例の制定についてから日程第26、

議案第27号 那須塩原市農業振興地域整備促進協

議会設置条例の制定についてまでの５件を一括議

題といたしたいと思いますが、異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第23号から議案第27号までの５件

を一括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） 議案第23号から議案第27号

までの５件について、一括して提案のご説明を申

し上げます。 

  まず、議案第23号 那須塩原市長の給料の特例

に関する条例の制定について申し上げます。 

  議案書26ページです。議案資料はございません。 

  このたびの旧西那須野町合併浄化槽設置費補助

金の詐取事件については、行政に対する信頼を著

しく損なう結果を招いたことに対しまして、市民
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の皆様を初め議員の皆様に心からおわびを申し上

げます。 

  また、国や県等の関係機関の皆さんにもご迷惑

をおかけいたしまして、誠に申しわけございませ

んでした。 

  今回の補助金詐取事件は、公文書の偽造や公金

の着服という言語道断の行為、職員としての資格

がありません。補助金詐取等を認めた職員のほか

関係職員の処分については、既に実施をいたした

ところでありますが、これらに対する市長として

の責任を痛感し、平成20年４月分と５月分の給料

を10％減額するための条例を制定するものであり

ます。 

  再発の防止と一日も早い信頼回復のため、公金

の収納や支払いの業務に関する流れを洗い出し、

再構築することを指示し、常に適正な事務処理に

取り組んでおりますので、ご理解を賜りますよう、

お願いを申し上げます。 

  次に、議案第24号 那須塩原市職員の自己啓発

等休業に関する条例の制定について申し上げます。 

  議案書27ページ、議案資料はございません。 

  本案は、地方公務員法の一部を改正する法律の

成立に伴い、複雑・高度化する行政課題に対応で

きるよう、職員の能力開発を促進する観点から、

職員みずからの発意に基づいて、職を保有したま

ま、大学等における課程の履修または国際貢献活

動のため休業することができることとなったため、

必要な事項を定める、職員の自己啓発等休業に関

する条例を制定するものであります。 

  次に、議案第25号 那須塩原市後期高齢者医療

に関する条例の制定について申し上げます。 

  議案書31ページ、議案資料はございません。 

  平成20年４月から老人保健法の題名が、高齢者

の医療の確保に関する法律に変わり後期高齢者医

療制度が開始されます。後期高齢者医療制度では、

保険料の徴収事務及び窓口事務を市が行い、その

ほかの事務は後期高齢者医療広域連合が行うこと

となります。この条例は、窓口業務の具体的な内

容、保険料を徴収する被保険者の範囲、普通徴収

に係る保険料の納期等の市が行う後期高齢者医療

費の内容を明確にするとともに、市と栃木県後期

高齢者医療広域連合の分担を明確にするため制定

するものであります。 

  次に、議案第26号 那須塩原市犯罪のない安全

で安心なまちづくり条例の制定について申し上げ

ます。 

  議案書35ページ、議案資料はございません。 

  本案は、将来にわたって、すべての市民が安全

で安心して暮らすことができる地域社会の実現に

寄与することを目的とし、みずからの安全はみず

から守るという防犯意識を基本として、市、市民

及び事業者が責任を明らかにし、それぞれの責任

のもとにそれぞれが連携を図りながら、一体とな

って犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進す

るため、条例を制定するものであります。 

  次に、議案第27号 那須塩原市農業振興地域整

備促進協議会設置条例の制定について申し上げま

す。 

  議案書37ページ、議案資料はございません。 

  本案は、市の農業振興地域整備計画の策定、変

更等に関し、市長が必要と認めた事案に対して調

査、審議を行うとともに、その結果を市長に報告

を行うことを目的として、農業団体関係者及び農

業の振興に関する専門的な知識を有する学識経験

者で組織する那須塩原市農業振興地域整備促進協

議会を設置するため、条例を制定するものであり

ます。 

  あわせて、当該協議会の委員の報酬について規

定するため、条例の附則において、那須塩原市特

別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
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関する条例の一部を改正するものです。 

  以上５件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願いを申し上げ、説明

といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２８号～議案第３１号の

上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第27、議案第28号 那須塩原市の議会の議

員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関

する条例の一部改正についてから日程第30、議案

第31号 那須塩原市特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正につ

いてまでの４件を一括議題といたしたいと思いま

すが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第28号から議案第31号までの４件

を一括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（折井正幸君） 議案第28号から議案第31

号までの４件につきまして、一括して提案のご説

明を申し上げます。 

  まず、議案第28号 那須塩原市の議会の議員及

び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の一部改正について申し上げます。 

  議案書39ページ、議案資料65から66ページでご

ざいます。 

  本案は、公職選挙法の一部改正に伴い、条例の

一部を改正するものであります。 

  従来、国政選挙に限られていた、選挙運動のた

めに使用するビラについて、市長選挙においても

頒布が可能になり、条例で定めるところにより、

その作成費用を公費で負担できることになりまし

た。 

  ビラの頒布は、候補者の政策等を知る機会を拡

充し、ビラ作成費用の公費負担は、お金のかから

ない、かつ公平公正な選挙運動に資するという法

改正の趣旨を踏まえ、条例の一部を改正するもの

であります。 

  次に、議案第29号 那須塩原市職員定数条例の

一部改正について申し上げます。 

  議案書41ページ、議案資料67から68ページとな

ります。 

  現在の職員定数は、平成17年１月１日の３市町

合併時に定めたもので、これまで見直しを行って

おりません。この間、那須塩原市定員適正化計画

の策定や、那須塩原市行財政改革大綱に基づく集

中行財政改革プランにおける、職員定員の適正化

を踏まえた適切な定員管理の実施により、実職員

数は、計画を上回る減少となっています。 

  また、平成20年４月には、組織のスリム化を目

指した組織機構改革に伴う職員数の削減が見込ま

れます。 

  これらにより、職員定数条例上の職員定数は、

実職員数などと比べ大きく乖離することになるた

め、平成20年４月１日の組織機構の改革にあわせ、

職員定数条例の見直しを実施するものであります。 

  次に、議案第30号 那須塩原市職員の育児休業

等に関する条例等の一部改正について申し上げま

す。 

  議案書43ページ、議案資料69から87ページとな

ります。 

  本案は、地方公務員の育児休業等に関する法律

の一部を改正する法律の成立に伴い、少子化対策

が求められる中、育児を行う職員の職業生活と家
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庭生活の両立を一層容易にするための環境整備と

して、職員について小学校就学の始期に達するま

での子を養育する場合、新たに育児のための短期

間の勤務が可能となったことから、市職員の育児

休業等に関する条例を改正するものであります。 

  また、この条例の改正に伴い、関連する那須塩

原市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例、

那須塩原市職員の寒冷地手当の支給に関する条例、

那須塩原市技能労務職員の給与の種類及び基準に

関する条例及び那須塩原市職員の給与に関する条

例をあわせて改正するものであります。 

  次に、議案第31号 那須塩原市特別職の職員で

非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正について申し上げます。 

  議案書53ページ、議案資料88ページとなります。 

  本案は、西那須野地区放課後児童クラブの指導

員について、非常勤の特別職から臨時職員として

の任用に雇用形態を変更するため、また、水道施

設調査員について、その業務である浄水施設内管

路図の作成にめどがつき、今後の作業は職員が行

うこととしたため、条例の一部を改正するもので

あります。 

  以上４件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますよう、お願いを申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３２号及び議案第３３号

の上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第31、議案第32号 那須塩原市国民健康保

険税条例の一部改正について及び日程第32 議案

第33号 那須塩原市国民健康保険財政調整基金条

例の一部改正についての２件を一括議題といたし

たいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第32号及び議案第33号の２件を一

括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（君島 寛君） 議案第32号及び議案第33

号につきまして、一括して提案の理由をご説明申

し上げます。 

  まず、議案第32号 那須塩原市国民健康保険税

条例の一部改正について申し上げます。 

  議案書は54ページから56ページ、議案資料は89

ページから96ページとなります。 

  本案は、後期高齢者医療制度の創設に伴い、国

民健康保険税の額に新たに後期高齢者支援金等課

税額を追加するとともに、その算定額基準を定め

るものであります。 

  これにあわせて、基礎課税額の算定額基準及び

減額の変更を行うものであります。 

  また、介護納付金課税額の課税限度額を地方税

法施行令にあわせて、現行の８万円から９万円に

改正するものであります。 

  次に、議案第33号 那須塩原市国民健康保険財

政調整基金条例の一部改正について申し上げます。 

  議案書57ページ、議案資料は97ページとなりま

す。 

  老人保健法が、高齢者の医療の確保に関する法

律に改められたため、条例中に引用する法律の題

名を改めるものであります。 

  以上２件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎議案第３４号の上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第33、議案第34

号 那須塩原市体育施設条例の一部改正について

を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（折井正幸君） 議案第34号 那須塩原市

体育施設条例の一部改正について、提案のご説明

を申し上げます。 

  議案書58ページ、議案資料98から100ページと

なります。 

  本案は、東那須産業団地テニスコートにつきま

して、大規模商業施設建設に伴い、体育施設の用

途を廃止するため、那須塩原市体育施設条例の一

部を改正するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３５号～議案第４１号の

上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第34、議案第35号 那須塩原市ひとり親家

庭医療費助成に関する条例の一部改正についてか

ら日程第40、議案第41号 那須塩原市農業委員会

の農地部会等の委員の定数に関する条例の廃止に

ついてまでの７件を一括議題といたしたいと思い

ますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第35号から議案第41号までの７件

を一括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（君島 寛君） 議案第35号から議案第41

号までの７件につきまして、一括して提案のご説

明を申し上げます。 

  まず、議案第35号 那須塩原市ひとり親家庭医

療費助成に関する条例の一部改正及び議案第36

号 那須塩原市重度心身障害者医療費助成に関す

る条例の一部改正につきまして申し上げます。 

  議案書59ページから62ページ、議案資料101ペ

ージから104ページとなります。 

  これら２件につきましては、平成20年４月から

老人保健制度にかわり後期高齢者医療制度が開始

されるため、条例中に規定する医療保険各法に高

齢者の医療の確保に関する法律を加え、老人保健

法に関連する内容を削るものであります。 

  次に、議案第37号 那須塩原市国民健康保険条

例の一部改正について申し上げます。 

  議案書63ページから64ページ、議案資料105ペ

ージから107ページとなります。 

  本案は、健康保険法等の一部を改正する法律等

の施行に伴い、国民健康保険被保険者の自己負担

割合、葬祭費の支給額を変更し、退職者医療制度

の廃止に伴い、被用者保険等保険者の代表委員の

定数の規定を削減するなどの改正を行うものであ

ります。 

  次に、議案第38号 那須塩原市介護保険条例の

一部を改正する条例の一部改正について申し上げ

ます。 

  議案書65ページから66ページ、議案資料108ペ

ージから109ページとなります。 

  本案は、平成16年度及び平成17年度の税制改正

の影響による介護保険の保険料が大幅に上昇する

ものについて、平成18年度及び平成19年度に講じ

た保険料の激変緩和措置を平成20年度においても
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講ずることとした政令が交付されたことに伴い、

本市としても平成20年度の保険料について、平成

19年度と同様に激変緩和措置を講じるため、条例

の一部を改正するものであります。 

  次に、議案第39号 那須塩原市有墓地条例の一

部改正について申し上げます。 

  議案書67ページから68ページ、議案資料110ペ

ージとなります。 

  本案は、本年度造成工事を実施いたしました赤

田霊園につきまして、平成20年度から供用を開始

したいので、名称、使用料及び管理料を規定する

ため、条例の一部を改正するものであります。 

  墓地の名称につきましては、新設墓地を赤田霊

園２号墓地とし、既設の赤田霊園を赤田霊園１号

墓地に改めます。赤田霊園２号墓地は、敷地面積

が5,649㎡、５㎡の区画を432区画造成したほか、

大型車２台を含め28台分の駐車場を整備いたしま

した。 

  次に、議案第40号 那須塩原市営住宅条例の一

部改正について申し上げます。 

  議案書69から71ページ、議案資料は111ページ

から115ページとなります。 

  本案は、公営住宅における暴力団員によるさま

ざまな不法行為等が全国的に多数発生している中、

市営住宅住民の生活の安全と平穏の確保、公営住

宅制度への信頼の確保のために、暴力団員の市営

住宅の使用を制限することにより、市営住宅から

暴力団員を排除するためのものであります。 

  次に、議案第41号 那須塩原市農業委員会の農

地部会等の委員の定数に関する条例の廃止につい

て申し上げます。 

  議案書72ページ、議案資料はございません。 

  現在、農業委員会等に関する法律第６条の所掌

事務について、同法第19条の規定に基づき、農地

部会、農政部会を設置し、所掌事務を処理してお

ります。部会を設置した場合は、同法第22条の規

定により、部会の決定が農業委員会の決定となる

ため、農地部会、農政部会のいずれの構成委員と

なるかにより農業委員の権限が異なります。この

ため、平成20年４月から部会制を廃止し、すべて

の所掌事務を総会において処理することを那須塩

原市農業委員会第23回総会で決定したことにより、

条例を廃止するものであります。 

  以上７件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１０号の上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第41、議案第10

号 平成20年度那須塩原市一般会計予算を議題と

いたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第10号 平成20年度那

須塩原市一般会計予算について提案の説明を申し

上げます。 

  議案書13ページ、議案資料22から43ページであ

ります。 

  まず、平成20年度の予算編成に当たりましての

基本的な考え方を申し上げます。 

  平成20年度は、第１次那須塩原市総合計画が２

年目を迎え、部門計画に掲げた各種事業の具体的

な対応が始まります。 

  また、（仮称）黒磯インターの開設に伴い、大

型商業施設が進出するなど、那須塩原市の今後の

飛躍に向けた年となるものです。 

  一方、地方財政の展望は引き続き厳しい見通し
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であり、本市においても社会保障費等の伸びが見

込まれる中、市税や地方交付税については横ばい

あるいは前年度を下回ることが予想され、経常収

支比率の上昇や地方債残高の増加が避けられない

状況にあります。 

  持続可能な自治体運営を図る上で、財政健全化

は喫緊の課題であり、平成20年度の予算編成にお

いても財源に余裕があるものではなく、これまで

の事業のあり方を見直し、あれもこれもから、あ

れかこれかへの意識の変革と、さらなる効率化へ

の努力が求められるところであります。 

  このため、優先的に実施すべき事業をしっかり

と選択し、必要な事業につきましては集中した財

源を配分するなどの重点化が重要になるため、予

算編成の基本となる事務事業のキーワードを「選

択と集中」にしたところです。 

  具体的には、（仮称）黒磯インター整備関連事

業や市街地再開発事業等が完了するほか、継続事

業で、第二期ごみ処理施設、３・４・１本郷通り、

西那須野地区まちづくり交付金事業の代表的なプ

ロジェクトが総仕上げの段階に入っております。 

  また、平成19年度から一部に導入している枠配

分方式をさらに拡大し、緊急度や実施熟度を考慮

し、部みずからが優先順位をつけ事業の選択がで

きるような配慮をするとともに、職員がみずから

汗をかき、意欲を持って取り組む「創意・工夫事

業」について、今年度も実施をしていくものです。 

  なお、国・県においては、引き続き歳出削減の

厳しい対応が見込まれるところでありますが、限

りある財源を効果的、効率的に配分し、一層の知

恵をもって積極的に自主財源の確保に努め、市民

サービス、市民満足度の向上に寄与することを基

本に予算編成を行ったものであります。 

  これらを踏まえ、平成20年度一般会計当初予算

額は、平成19年度当初予算額と比べ、率で4.8％、

金額では20億8,000万円増の451億5,000万円であ

ります。 

  この主な要因は、第二期ごみ処理施設整備事業

関係で、前年度に比べ20億を超える負担金を計上

したことによるものです。 

  これらの当初予算の詳細につきましては、平成

20年度一般会計予算執行計画及び議案資料のとお

りであります。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げ、提案の説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１１号～議案第１７号の

上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第42、議案第11号 平成20年度那須塩原市

国民健康保険特別会計予算から日程第48、議案第

17号 平成20年度那須塩原市土地区画整理事業特

別会計予算までの７件を一括議題といたしたいと

思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第11号から議案第17号までの７件

を一括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（君島 寛君） 議案第11号から議案第17

号までの７件につきまして、一括して提案のご説

明を申し上げます。 

  まず、議案第11号 平成20年度那須塩原市国民

健康保険特別会計予算について申し上げます。 

  議案書14ページ、議案資料44から45ページにな

ります。 
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  国民健康保険は、国民皆保険制度の根本を担う

制度として極めて大きな役割を担い、地域住民の

医療の確保と健康の増進に大きく寄与してきたと

ころであります。 

  しかしながら、国民健康保険の置かれている現

状は、高齢化の進展や疾病構造の変化、さらに医

療技術の高度化等により、医療給付費は増加して

いるにもかかわらず、低所得者の増加による国保

税の収納率の低下などの課題を構造的に抱えてお

ります。 

  平成20年度は、後期高齢者医療制度の開始、退

職者医療制度の廃止及び特定健診特定保健指導の

保険者に対する実施の義務化など、大幅な制度改

正が行われる年であり、これらを勘案して編成し

たものであります。 

  歳入については、１款国民健康保険税に42億

5,340万3,000円を計上いたしました。 

  次に、３款国庫支出金は、32億193万6,000円を

計上いたします。 

  また、４款療養給付費等交付金には、平成20年

度から退職者保険制度が原則廃止され、経過措置

として65歳未満の退職被保険者のみとなるため、

前年度比72.8％減の６億2,046万4,000円を計上い

たしました。平成20年度から新たに加えられた費

目であります 

  ５款前期高齢者交付金には、12億3,177万1,000

円を計上しました。これは、退職者医療制度の廃

止により、65歳以上74歳未満の方々は国民健康保

険の一般被保険者となりますが、これでは国保の

負担が大幅に増加してしまいますので、前期高齢

者の加入率によって各保険間での財政負担の均衡

を保つため交付されるものであります。 

  ６款県支出金は、前年度に比べ8.4％増の５億

1,182万2,000円を計上いたします。 

  このほか、７款共同事業交付金に12億7,735万

円を計上いたします。また、９款繰入金には、一

般会計繰り入れ７億161万4,000円及び財政調整基

金繰り入れ５億9,578万9,000円など、合計13億

1,439万円を計上いたしました。 

  一方、歳出につきましては、予算総額の62.5％

を占める２款保険給付費に、前年度比で7.1％増

の77億8,624万5,000円を計上いたします。 

  また、平成20年度からの後期高齢者医療制度に

対する支援金として、３款後期高齢者支援金等に

15億6,176万6,000円を計上いたしました。 

  ５款老人保健拠出金は、平成20年度から老人保

健制度が廃止されますが、平成20年３月診療分の

老人医療費は老人保健対象となり、平成20年度の

支出となることから、前年度に比べ大幅に減額し、

１億7,016万3,000円を計上しました。 

  ほかに主なものといたしまして、６款介護納付

金には７億9,222万円を、７款共同事業拠出金に

は15億9,191万3,000円、また、８款保健事業費に

は、新たな特定健診特定保健指導事業の費用の増

加により、１億1,896万円を計上いたします。 

  これらにより、歳入歳出予算総額は、対前年度

比0.3％減の124億4,781万円となります。 

  以上、平成20年度当初予算は、収納率の向上を

初めとする財源の確保はもとより、医療費の適正

化の推進など歳出の抑制にも努めてまいります。 

  次に、議案第12号 平成20年度那須塩原市老人

保健特別会計予算について申し上げます。 

  議案書15ページ、議案資料は46ページとなりま

す。 

  平成20年度は、老人保健制度が後期高齢者医療

制度に変わり、その運営は栃木県後期高齢者医療

広域連合となるため、平成20年度の老人保健特別

会計については、平成20年３月診療分と、年度お

くれの請求による医療費の給付のみの予算計上と

なります。したがって、前年度予算に比べ、
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89.6％減の予算となりました。 

  歳入の主なものとして、１款支払基金交付金に

３億2,823万円、２款国庫支出金に２億1,737万

1,000円、３款県支出金に5,426万7,000円、また、

４款繰入金に１億6,425万2,000円を計上します。 

  歳出については、１款総務費に１億6,488万円

を、２款医療諸費に６億5,383万4,000円を計上し

ます。 

  これにより予算総額は、歳入歳出それぞれ７億

6,382万5,000円となります。 

  次に、議案第13号 平成20年度那須塩原市後期

高齢者医療特別会計予算について申し上げます。 

  議案書は16ページ、議案資料は47ページとなり

ます。 

  平成20年度は、老人保健制度にかわり、後期高

齢者医療制度が運用を開始されます。基本的な制

度運営は栃木県後期高齢者医療広域連合となりま

すが、市の事務として後期高齢者医療保険料の徴

収と各種申請等の受け付け等の窓口事務を行うこ

ととなります。 

  歳入の主なものとして、１款後期高齢者医療保

険料に６億584万8,000円を、２款繰入金に１億

1,440万5,000円を計上いたします。 

  歳出については、１款総務費に1,990万7,000円

を、２款後期高齢者医療広域連合納付金に６億

9,935万円を計上いたします。 

  これにより予算総額は、歳入歳出それぞれ７億

2,026万円となります。 

  次に、議案第14号 平成20年度那須塩原市介護

保険特別会計予算について申し上げます。 

  議案書17ページ、議案資料は48ページとなりま

す。 

  介護保険特別会計は、第３期介護保険事業計画

の 終年に当たり、計画の着実な実現に向けて、

円滑で安定した事業運営を行うための予算を計上

するものであります。 

  歳入の主なものは、１款保険料に65歳以上の高

齢者からの第１号被保険者保険料として９億

4,445万7,000円を計上し、４款支払基金交付金は、

40歳から64歳までの第２号被保険者の保険料で14

億2,968万2,000円を計上し、そのほか公費負担分

として、３款国庫支出金に10億5,260万6,000円を

計上するほか、５款県支出金に６億9,174万7,000

円、７款繰入金には、介護給付費及び事務費に対

する一般会計からの繰り入れ分など７億5,405万

1,000円を計上するものです。 

  一方の歳出は、１款総務費に、職員人件費や保

険料賦課徴収費、要介護認定に要する費用及び第

４期介護保険事業計画の策定に要する経費などで

１億5,393万6,000円を計上し、２款保険給付費に

は、住みなれた地域の小規模な施設において多様

なサービスが受けられる地域密着型サービスや、

軽度者を対象とする介護予防サービスなどの給付

費を加えて、45億5,866万5,000円を計上、３款地

域支援事業費は、要介護、要支援となるおそれの

ある高齢者を対象に、市が独自に実施する介護予

防事業、包括的支援事業、高齢者在宅生活安心確

保事業を初め、地域の高齢者のさまざまな相談に

対応し、総合的に支援する地域包括支援センター

の運営及び生活機能評価の実施に要する経費など

で、１億3,878万3,000円を計上いたします。 

  これらにより、予算総額は歳入歳出それぞれ前

年度比較で１億1,001万円増の48億7,359万3,000

円とするものであります。 

  次に、議案第15号 平成20年度那須塩原市下水

道事業特別会計予算について申し上げます。 

  議案書18ページ、議案資料は50ページから52ペ

ージとなります。 

  下水道事業特別会計予算の総額は、歳入歳出と

も55億4,023万5,000円であり、平成19年度当初予
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算計上額33億5,107万4,000円に比較し、21億

8,916万1,000円、率にして65％の増となるもので

す。 

  歳入は、７款市債で、繰上償還に伴う借り入れ

により22億2,010万円増の26億3,690万円を計上し、

１款分担金及び負担金では、汚水整備縮減により

受益者負担金賦課面積が減るため、平成19年度よ

り1,086万7,000円減の3,493万6,000円とし、２款

使用料及び手数料では、水洗化の増加等により

1,750万3,000円増の８億6,608万9,000円を見込ん

でいます。 

  ３款国庫支出金は、汚水整備では減るものの、

浸水対策補助事業の増により、2,160万円増の１

億9,775万円としています。 

  ５款繰越金は昨年と同額とし、６款諸収入にお

いては、他事業からの移設補償費を見込み471万

7,000円増の572万1,000円とし、４款繰入金では、

歳入歳出を同額とするよう、6,389万2,000円減の

17億9,383万9,000円といたしました。 

  歳出は、４款公債費で、経営健全化のための高

利率の公的資金元金の一括償還を行うため、23億

1,460万7,000円増の42億6,058万5,000円を計上し

ます。 

  １款下水道管理費においては、下水道課の統合

等効率的な下水道運営を図り、一般管理費や水洗

化促進費の削減、水処理センター費では、水処理

センター維持管理について包括的に業務を委託し、

経費削減を図ることにより、平成19年度より

2,501万2,000円減の５億6,298万4,000円を計上い

たしました。 

  ２款下水道建設費は、汚水の整備では上厚崎、

島方、下豊浦、三区町、西富山、石林、二つ室、

接骨木等の面整備を重点に、雨水の整備では、西

那須野地区市街地の浸水対策のため、下永田地内

の幹線整備を進めますが、市単独事業の縮小によ

り、昨年度に比較し8,538万2,000円減の４億

8,824万3,000円、３款流域下水道費については、

汚泥資源化工場負担金が減額となったため、

1,505万2,000円減の２億2,542万3,000円を計上し

ています。 

  ５款予備費においては、昨年と同額といたしま

した。 

  那須塩原市総合計画に基づく実施計画に計上さ

れた事業の実施と事業の効率化を目指し、通年の

下水道事業特別会計を編成したものであります。 

  次に、議案第16号 平成20年度那須塩原市農業

集落排水事業特別会計予算について申し上げます。 

  議案書19ページ、議案資料53ページとなります。 

  平成20年度那須塩原市農業集落排水事業特別会

計予算は、歳入歳出それぞれ１億1,799万円を計

上し、対前年度比では36％の増となります。 

  増額の主な理由としては、南赤田地区の国道

400号整備に伴う汚水管布設替工事費の計上によ

るものであります。 

  歳入では、１款分担金及び負担金に256万2,000

円、２款使用料及び手数料に2,026万円、４款繰

越金に20万円、５款諸収入に1,200万円をそれぞ

れ計上しておりますが、なお財源が不足すること

から、３款繰入金に一般会計から8,296万8,000円

を計上し、繰り入れ額は、対前年度と比較し増と

なります。 

  一方、歳出の主な事業費では、１款管理費にお

いて業務手数料、業務委託料及び工事請負費等を

南赤田地区、東部地区にそれぞれ計上し、対前年

度比98.4％増の総額5,572万5,000円を計上するも

のであります。 

  また、２款公債費では、南赤田地区、東部地区

それぞれの元金償還分及び利子償還分を計上し、

対前年度比6.1％増の総額6,176万5,000円を計上

するものであります。 
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  次に、議案第17号 平成20年度那須塩原市土地

区画整理事業特別会計予算について申し上げます。 

  議案書20ページ、議案資料は54ページとなりま

す。 

  平成20年度は、平成16年度から平成19年度まで

に借り入れた起債の償還を行うものであります。 

  歳入では、１款事業収入で保留地処分費7,912

万円、２款繰入金で一般会計からの繰入金871万

3,000円などを計上いたします。 

  歳出では、１款公債費で起債の元金償還分とし

て7,912万1,000円、利子償還分として871万4,000

円を計上いたします。 

  これらにより、予算総額は歳入歳出それぞれ

8,783万5,000円となります。 

  以上７件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０１分 

 

再開 午後 ２時１１分 

 

○議長（植木弘行君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１８号の上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第49、議案第18

号 平成20年度那須塩原市公共用地先行取得事業

特別会計予算を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（折井正幸君） 議案第18号 平成20年度

那須塩原市公共用地先行取得事業特別会計予算に

ついて、提案のご説明を申し上げます。 

  議案書21ページ、議案資料55ページとなります。 

  平成20年度の歳出は、２款公債費に2,333万

2,000円を計上し、平成13年度に取得した保健福

祉施設用地及び平成14年度取得の市道松浦町稲村

線用地の償還元金と利子の支払いを行います。こ

の歳出に対する財源は、全額一般会計からの繰入

金となります。 

  このほか、歳入の事業収入と繰越金及び歳出の

公共用地先行取得事業費と予備費は、今後の事業

実施を考慮し、それぞれ科目存置としたものです。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１９号及び議案第２０号

の上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第50、議案第19号 平成20年度那須塩原市

温泉事業特別会計予算及び日程第51、議案第20

号 平成20年度那須塩原市墓地事業特別会計予算

の２件を一括議題といたしたいと思いますが、異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第19号及び議案第20号の２件を一

括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（君島 寛君） 議案第19号及び議案第20

号につきまして、一括して提案のご説明を申し上

げます。 
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  まず、議案第19号 平成20年度那須塩原市温泉

事業特別会計予算について申し上げます。 

  議案書22ページ、議案資料56ページとなります。 

  平成20年度那須塩原市温泉事業特別会計は、歳

入歳出それぞれ9,938万4,000円を計上するもので、

対前年度比では77％の増となります。 

  増額の主な理由は、上・中塩原温泉管理事業の

給湯施設増設工事によるものであります。 

  歳出の主なものは、１款温泉事業管理費におい

て、市営温泉事業、上・中塩原温泉管理事業の施

設修繕料、業務委託料、光熱水費等で対前年度比

7.1％減の総額4,238万4,000円を計上するもので

あります。 

  また、２款温泉事業建設費については、事業委

託料、工事請負費に5,600万円を計上するもので

あります。 

  一方、歳入の主なものは、２款事業収入の

4,975万4,000円、温泉施設整備基金からの繰入金

3,907万円等で、対前年度比77％増の総額で9,938

万4,000円を計上するものであります。 

  次に、議案第20号 平成20年度那須塩原市墓地

事業特別会計予算について申し上げます。 

  議案書23ページ、議案資料57ページとなります。 

  本会計は、赤田霊園の供用開始とあわせ、塩原

温泉さくら公園墓地の利用促進を図るため、墓地

の適正な管理を行うための経費を計上するもので

あります。 

  歳入につきましては、事業収入として、墓地使

用料2,820万円、管理手数料125万円、一般会計か

らの繰入金2,086万2,000円、繰越金として10万

1,000円などを計上いたしました。墓地使用料に

つきましては、赤田霊園の供用開始に伴い、前年

度と比較し大幅な増額になっております。 

  歳出の主なものは、墓地管理に係る事業費が

342万6,000円、公債費の元金償還金4,500万2,000

円、利子償還金が158万6,000円、予備費として40

万円を計上しました。 

  公債費につきましては、平成19年度に借り入れ

た赤田霊園の造成費に係る市債につきまして、墓

地使用料収入をもって繰上償還を予定しているた

め、前年度と比較し大幅な増額となっております。 

  予算総額は、歳入歳出それぞれ5,041万4,000円

となります。 

  以上２件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２１号及び議案第２２号

の上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第52、議案第21号 平成20年度那須塩原市

簡易水道事業特別会計予算及び日程第53、議案第

22号 平成20年度那須塩原市水道事業会計予算の

２件を一括議題といたしたいと思いますが、異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第21号及び議案第22号の２件を一

括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第21号及び議案第22号

につきまして、一括して提案の説明を申し上げま

す。 

  まず、議案第21号 平成20年度那須塩原市簡易

水道事業特別会計予算について申し上げます。 

  議案書24ページ、議案資料58ページであります。 
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  平成20年度の歳入につきましては、過去の実績

等を勘案いたしまして、年間の有収水量を38万

8,552㎥とし、料金収入等で3,832万2,000円を計

上したほか、財産収入において板室温泉及び西塩

簡易水道事業基金利子23万円、繰入金において板

室温泉及び西塩簡易水道事業基金繰入金並びに板

室本村及び西塩簡易水道事業一般会計繰入金で

2,554万9,000円、配水管布設がえ及び舗装復旧に

伴う施設整備の起債として１億420万円、分担金

及び負担金、諸収入等を計上いたしております。 

  一方、歳出につきましては、水道事業費、職員

給与費、徴収事務費、施設管理費及び施設整備費

で１億4,983万4,000円を計上し、そのほか、板室

本村及び西塩簡易水道事業基金積立金を23万円、

板室本村及び西塩簡易水道事業の元金、利子償還

金で公債費を1,645万3,000円、予備費180万円を

計上いたしております。 

  これらにより、予算総額を歳入歳出それぞれ１

億6,831万7,000円とするものであります。 

  次に、議案第22号 平成20年度那須塩原市水道

事業会計予算について申し上げます。 

  議案書25ページ、議案資料59から62ページです。 

  地方公営企業法では、その年度の目標として、

業務の予定量並びにそれに関する収入及び支出の

大綱を定めるよう規定しております。 

  平成20年度においては、その業務量を、給水戸

数４万4,300戸、年間総給水量1,270万3,000㎥、

１日平均給水量３万4,803㎥、主な建設改良事業

20億2,595万円と定め、予算を編成したものであ

ります。 

  収益的収入につきましては、営業収益の主なも

のとして、給水収益23億6,577万1,000円並びに水

道加入金5,189万4,000円、消火栓維持管理費負担

金1,006万円等の収益を計上し、営業外収益の主

なものとしては、下水道使用料賦課徴収事務受託

料等の雑収益3,429万2,000円で、収入合計24億

9,895万4,000円を計上いたします。 

  一方、支出においては、営業費用の主なものと

して、職員給与費２億443万8,000円、北那須水道

受水費６億107万2,000円、上下水道料金関係事務

業務委託料8,827万8,000円、漏水調査業務委託料

4,100万円、浄水施設等の修繕費として4,148万

3,000円、配水管等の漏水修繕費7,900万円、施設

維持管理業務等の委託料１億5,785万8,000円であ

ります。ほかに減価償却費５億9,160万7,000円を

計上し、また、営業外費用としては、企業債支払

利息等２億7,411万9,000円を計上し、収益的支出

の総額を23億6,735万7,000円とするものでありま

す。 

  次に、資本的収入及び支出でありますが、収入

は、老朽管更新事業等及び公的資金補償金免除繰

上償還の民間等資金借入で、企業債として14億

3,840万円のほか、工事負担金５億515万2,000円、

国庫補助金１億5,000万2,000円を計上し、資本的

収入の総額を21億2,584万5,000円といたします。 

  支出につきましては、建設改良費として、浄水

設備費２億9,875万1,000円、配水設備拡張費19億

4,286万3,000円、量水器費として336万4,000円、

企業債元金及び繰上償還による借換債元金の償還

で企業債償還金８億8,134万8,000円を計上し、資

本的支出の総額を31億3,465万4,000円とするもの

であります。 

  支出に対して収入が不足する額10億880万9,000

円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、

当年度損益勘定留保資金、積立金により補てんい

たします。 

  厳しい財政状況でありますが、公営企業法の原

則である経済性の発揮と水の安全供給並びに事業

の健全経営に努めてまいりたいと考えております。 

  以上２件につきまして、よろしくご審議の上、
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ご決定くださいますようお願い申し上げ、説明と

いたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４２号の上程、説明 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第54、議案第42

号 訴えの提起についてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第42号 訴えの提起に

ついて、提案の説明を申し上げます。 

  議案書73ページ、議案資料116ページです。 

  本案は、平成15年10月から平成16年12月までの

２年度の14カ月間にわたり、浄化槽設置及び申請

係る合計32件分の書類等を偽装並びに行使して、

浄化槽設置補助金総額1,284万9,000円を詐取した

元職員に対しての賠償を求めて、宇都宮地方裁判

所大田原支部に対し訴えを提起するものでありま

す。 

  その損害賠償を求める訴訟により、社会的公正、

法秩序の維持を図っていきたいと考えております。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げ、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４３号及び議案第４５号

並びに議案第４６号の上程、説

明 

○議長（植木弘行君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第55、議案第43号 那須塩原市から大田原

公共下水道への区域外流入について及び日程第56、

議案第45号 栃木県後期高齢者医療広域連合規約

の変更について並びに日程第57、議案第46号 市

道路線の認定についての３件を一括議題といたし

たいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第43号及び議案第45号並びに議案

第46号の３件を一括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（君島 寛君） 議案第43号、議案第45号

及び議案第46号までの３件につきまして、一括し

て提案のご説明を申し上げます。 

  まず、議案第43号 那須塩原市から大田原公共

下水道への区域外流入について申し上げます。 

  議案書74ページ、議案資料は117となります。 

  本案は、大田原市と本市西那須野地区との行政

界にある市道Ｎ726号線に大田原市の公共下水道

が整備されているため、当該市道に隣接する本市

土地所有者１名から、住宅の建設に当たり大田原

市の公共下水道を利用したい旨の要望が提出され

ました。本件については、地方自治法の規定によ

り大田原市との協議が必要であるため、議会の議

決を求めるものであります。 

  次に、議案第45号 栃木県後期高齢者医療広域

連合規約の変更について申し上げます。 

  議案書78ページ、議案資料118ページとなりま

す。 

  地方自治法の規定により、栃木県後期高齢者医

療広域連合が行う後期高齢者に対する保健事業に

要する経費の一部を構成する市町が負担すること

に関し、栃木県後期高齢者医療広域連合規約の一

部を変更することを関係地方公共団体と協議する

ことについて、同法の規定により議会の議決を求
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めるものであります。 

  議案第46号について説明申し上げます。 

  那須塩原市市道路線の認定について申し上げま

す。 

  議案書79ページ、議案資料119ページから123ペ

ージとなります。 

  本案は、５路線を認定したく、道路法の規定に

基づき、議会の議決を求めるものであります。 

  認定いたします路線の内容は、市道の整備に伴

い認定する路線が１路線、那須塩原市土地開発指

導要綱に基づく開発道路を受け入れした道路が４

路線であります。 

  この結果、市道の総延長は1,237.2㎞、市道路

線数は2,385路線となります。 

  以上３件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（植木弘行君） 以上で、本日の議事日程は

全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ２時３２分 
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